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序

11{伺147{r，、秋川以跡発鋸調11.'Jq労所を創，没して、早くも四年の歳月を経過したが、この!日l、波状

変!J!てlj'による燦二.r，~可 1町二対処しながらも、 )r~本;的には秩111城跡の性約把t屈を主眼として調査を進め

てきた。

4さい二年次の第10次調作地において、-*辺外部総 (築地塀)の一端を発見するにおよび、以米、

外9羽祁'11*線浪のj迫G跡訓f代tを'呪恥R孔，点'

得たこ とは、今後の制作:，11'11刊鍛定上の人民礎資料となるばかりでなく、調*の方I;'Jを示していると信

じるものである。

このように 、 JI~i淵に調伐・J~ :業を逆行できたζ とは、ひとえに問、県、多れ城跡調査研究所をはじ

め、先'Nun氏の指導媛!II)、地元のかたがたの協力のj協ものと深く感謝中しあげると共に、今後の調

子正についても、さらに指瓜暖11))を切にお願レFllしあげるしだし、である。

ふ;概報は、 50~1三}交に実施した調布結果をまとめたものであるが、J.ldt古代史研究のー資料として

活用されると共に、秋川城跡の保護対策の一助となれば|刻係者一同の大きな喜びである。

II{~ 1'11 51 1'1:: 3月

紋間市教育長佐藤博之
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I 調査の計 画

昭和50年度の調査は、外郭線および前回の国営調査で四天王寺跡と考えられた鵜ノ木地区の究明

を日的として、別表の如く実施rt1・画を立案した (表 1)。

調査授は、前年度と同額の国間補助対象事業の内示 (総事業'i!e800万円のうち、同1!u補助額50%、

日己資補助制25%、市負担額25%)を得、さらに宮減!県教育委員会の特段のご配慮と多賀城跡調査研

究所の継続指噂を得ながら事業を遂行することになった。

J< 1 発掘調査計画表

調子正次数 調 プ'i 地 区 発燦桶8・(17l2(肉，) 調査実施期間

第 16 次 外郭北地区 (幣切山西端部) 496 1112 (150) 4月 5日-5月25日

第 17 次 外部市 j也氏 (大小路 ~t ffll) 662 l7l2 (2∞) 6月 1日-7月25日

第 18 次 外郭岡地区 (gg 辺 外郭線) 496 l7l2 (150) 8月 l日-8月31日

第 19 次 株主i!四天 E，'f跡地 lぇ 826 1112 (250) 9月 5日-10月31日

第16次調査は、東西に走る北辺の築地外郭線を検出し、ほぼ予定どおり調交を終了した。

ところが、 I有辺外郭線の追求を目的とした大小路北部地区では、築地外郭線を検出できず、しか

も発鋸l託金成にわたって、約2.50mとし、う遺構群の深さに加えて、鍋!立柱辿物や数十章干の竪穴住居

跡が密集し、それに伴なう多品の出土逃物のため大巾な調査期間の延期を余儀無くされた。

そのため、第四次調査に予定された焼山西北部は、来年度の調査計画に繰り越す結果とな った。

したがって、第四次調査で実施することになっていた総/木地区を第18次調査とした。しかし、予

算の関係で作楽は、 一部の表土象IJぎの段階で打ち切りとなり、来年度も第18次の継続調査として残

される結果となり、昭和50年度の実施状況はつぎのとおりである。

点 目 調査実施状況

調 査 次 数 調 主主 地 区 発銀商Ô~ l7l2 (坪) 調査期間

第 16 次 外邦北地区 (幣切山西端部) 470 l7l2 (142) 4月 7日-6月 4日

第 17 次 外事~ ry.j地区 (大小路北部) 650 l7l2 (197) 6月 5日-ll月 8日

第 18 次 般 定四天_E寺跡地区 180 l7l2 (55) 11月10日-11月18日

当初、 3 ケ所の外郭線調査の計画であったが、復雑且つ数倍の巡構群と厚い遺物推~府の調査の

ため 1ケ所にとどま った。

なお、発見.i1imの性絡上、瓦 ・土器等の出土遺物は、年間を通じて整理作業を行なった。

(小 f公正夫)
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2)遺構 ・遺物の標示、整理方法

過去4年間および前回の困営調査において検出された巡備は数百にのぼるものと考えられる。ま

た今後も調査の継続に伴な って益....Jtlぇ続けるものと考えられるが、これまでの次数ごとの名称お

よび番号のまま録のみでは、資料の地大に伴なって混同の危険性が非常に大きレものと考え、 50年度

の調査から下記の方法に必づいて記録、霊堂録を行なうこととした。

遺構の標示

逃併のttq示につレては、務良国立文化財研究所平城宮跡発掘iiJM:ff.湖、および宮域保多幻滅跡調査

研究所において用¥..ている方法に必づレて作成し、それに若干の項日を付け加えた。すなわち、発

見逃仰には、検出n瓜に一連番号を付し、さ らに需号のiiiiには、 i盆怖の組類を示すアルフ 7 ベ ット記

号 2 文宇:を{・l す (，u W ) 。さらにほぼIIÎJ位ÎIY~におL 、て改築 された.ìllHlttこつレては、係りのf去に、In

し、JlW二A、8、c~~のアルフ γ ベァ 卜『むけをJìJ ¥. .る。

1< W j立桝 .}立物の分 U~ 記~). .}<. 

.iit 憐 逃 物

SA  IflIB司l、ピット!rF、柵 SG  予巨 池 A 土 製 1l11 ' I S 石 製 HrM ， 

S B ill 物 S H 1広 場 B 漆 総 T 鉄(銅}軍基 I51， 

SC  !廊 S ( ~穴住脳 C 繊維製品 X そ の 他

S D il時 S K 上 t広 D 土 ~)・

S E Jド p Sし 土 E忌 K 瓦 t!事

S F 築 地 S X そ の {也 M 木 製 1 t11， 1 

一連記分の∞1-1ωまでは、昭和34年から37年に検出した逃併に用いる。従って昭和47年以降は、

第 5次調子Eの101から番号を付すこととする。

例えば、第5次調査検出の上ム廷は、 SL 101とする。

遺物の標示と聾理

5n物の標示については、当初の方法を継続して突施する (表凹)。整理については、突測可能な

もの (約全体のM以上巡存の遺物あるレは、小片であるが特殊な遺物)に、 一連の通し番号を、土

器および逃物整理台帳に記録する。したがって、治物の収蔵も、整理番号順にま在理箱に収納する。

またすべての作業に関連性を持たせるため、写真台帳の番号、報告内 (観報)等にも、整理番号を

付すこととする。なお、復原不可能な遺物は 3m方眼ごとに各グリット需号、府位、日付を付し、

次数あるし、は、出土層(立ごとに一括して収蔵する。

発掘区原点の設定方法

- 4ー



表町多角点成集~

-ーーーーーーーマーーーー
x y H 

これまで、加1ft地への原点移動は各次数ご

とに護国仲社グラウンドに:没世した測量原点

より、 IJIllJ止を行なってきた。しかし、測点移

動を行なうには、 これまでJIIl、ている方法で

は、測位)j~去あゐいは、妓術的に問題があり

椅街度を欠レていゐ。そこで、昭蔚149年度は

淑1)泣の1")次に依執 し史跡内の10ヶ所の要所に

護l時神社グラウンドJjjl点よ り、精密な測量方

法によ って、災施したðll)M)，~~ll点を設!丘しTょ。

'- • -+ ' -・ .
i立2..3.2L 1 _9.!~ 

50~竺 02Ü_ 18138 

. 50守

ール (470X470X470)司令使mし、その中にコ 「一一一
50Q 

ンタリートれをJil!め、上方は停さ約15cm程の 10→.

生コンをfAf し I，J:;I~ した。_llQ_
1 ・ 2237391・ 19・0

埋設したれ)，~iVltえには、原点からの距離お ー_"一一一一

よび、寺内~協航に開設されているベンチマ

ータより移動 した泌tt，:.~度を設けた。

たとえば実際のJI.I1'f.地点設定は、調査地の絞も近くに位置する測盆法制点にトランシットをセット

し、付随点を悦司11する。そしてJ<Nによるαの角度にトランシットをluJ転ずれば、その測i立法単点

におけるJ.'í~tを術すことになる。作動l盆基単点からの測点移動は、 2 -3lXで胸倉地まで移動が可

能であるから、 ìJlIJJ.'.(移動による I~t&.は、最小限にとどめることができる。 (小 f公正 夫)

E 第 16次発掘調査

1) 調査経過

郷16次調fiは、将jl(肝IYIー rrI (通称幣切山)を対象とした。幣切山商端部は、秋間以跡外郭

線の北辺と与えられ、その悦巡と性筋把墜を8的とし、 4月7日から 6月4臼ま で実路した。調査

面相は、約470が (約142土f.)である。

4月7H、調査地区の草刈りを行ない、翌8日は測盆基司自点肋.6 (X=1l5.239 m、y=285.800 

m、 h=42.521 m)より測点を移動した。 9日から16日まで表土除去作業。ST-62グリットでは、

- 5ー



第 2図第16次損査周辺地形図

築地Ivl峻土と 考えられる此縞色粘土府な統泌した。 17日は、 11)1 mの土陪観す美川 トレンチを設定、

制り Fけ.た結果、 ;I~色料よと潟色粘土{t-花附に版築 した築地抗七を確認した。制上は、 緩めて泌く

30CIrI前後で東西に延びている。 22白、 SQ、 SR-66、67で不敏円形を塁する樹り )jを検出した。

25日まで据り方周辺を精査。円形の鋸り }jは、 tslO次、郷14次で検出した 6.;j正のぬ!な特ill物跡と向

脱線の巡憾であった。また、その~)!Úりを榔状i世備が走っているのも前者と同様である。 26 日 -30

11は、 SQ -62-65 グリットで築地に彼すゐ似り方を 2 箇所倹出 したが、建物の脱線、築地fJ~土と

のがI後関係は明砲にて'き得なかった。

5月 1目、 SQ-68グリットを肱張した結集、将状遺備は集地線上を緩れて丙If'iの沢方向に胸折

することが明確となった。築地崩岐瓦は、大ffli分北側の深い谷)j向に流れ泌ちたと与えられ、 SS

-62-65で検出されたが微盆であった。 6日は、 66-69ライン上で築地積土がlidi絡できなかったた

め、 sγー71グリヅトにrh1 mのトレンチを，没定し精査したところ、策色粘土で版策された築地積

土を佼認した。 都七の>>l伎は、厚さ約 1m 、)~Ii.!巾約2 . 5O m 位である。 13日、数U かけて土層観察

用の畦を取りはずし、築地精査を実施したが、都土遺存度の:思く検出不可能であった。しかし、数

ケ所でß't手の途いが認められた。築地別ヒの北側を一部掘り込んだ滞状iru~の盟は、ほぼ垂直に傑

-6ー



さが:)1.20"，にi主した。 また、 1511Lt.樹立Hil!物と情状jfit，Ylの新IIII~J係を検".t した。その紡*、縦立

H似り )j~，'.'lけ、 H を.ttlt，没した 1去にf，Y.状jfihYlを掘り込んでいるこ と が '1!IJ I91 した。 1611 は、 S R-62 

で倹11:されたき拠地の必1!!:.k線をOO:認するため、調f正I也から約 200'"必のfiJl担に グリット を設定した

o A K 01 . .( 02111には、 やり }j"交泌を終 f、OT(を併行して調代、実酬を行なった。 pt(は、 26

rIに'~1lI11のすべてな終 f した。 Ol~は、約61m2、深さ約 2 '"の飛砂憎まで掘り下げたが、なんらjl'l

t絡を統必する 、ニとができなかったため、ヂ紙i'k測を行ないよ同宣を終 fした。

2711、今:;;tび氏、 iitl分'ヅ:j'U及影を'.J!Jj包。 6月 2日よりが主め民し作業に人り、 411に完 fした。

2) 発見遺構

S F 198築地跡 (抑 3、 5岡、図版 3)

今払;ぷl ft.で検川した策J也は外邦紛uヒ辺にあたる。ほぽ点~)1r:'Jに走るが両側ではわずかに~tに尿

析する。j立((状態のぬレ州s!lJトレ ンチの断I(IIA-A  ' (~5 凶) の脱税ではj也1IIIIt砂片?に 11'(後ぷl伝 111

2.3"， の祭J也ぶ体乞fl'ih.1ニ(fている。飛砂肘上l耐には多 {.1:の1:x化物かみとめ られ、 ~14 次~，lN.の状

態 といlじであゐ。 1MjJjには 1:伺めの廠品等は検出してレなL、。fJ'i1:は部分的に'fi<ーなゐかift色*/iL 

，1J~制色粘 1 '.、砂1'{ 1.てやをけ念に ft:附に版築 しており、 jfi((:状態の良好な例19iでは70cm、、ド.l!.Jして30

cm Ijij後て'あゐ 凶版 5 00 -0  'の断lIli 第 5関 にみられるように約3m似て:f1'I"Fのi盆レがみとめ

らJl、 -~のぬ聞を~J< ~ 3 111 f'，\のアテ 阪で予をfII t 、て除荷に前み上げてゆく ~14次A伐の術祭訟と いl

級であゐ。".J(U二hν/..1:1 fたと 号えられる倒所もみとめられ、前 1:内にlじの小Jlか合まれている ζ

とから、 t~u分的fchlì修がなされて L ‘ると考えられる。 ~ntO次、 ~13次、\:i1 14次.J:~ 介.ではf1'1 1:にはま

ったく j立物か合を J l て t. なかった。 瓦は築地北側で比較的多 く JÎIP')~ 1: 3O-90cm)の以ド肘から1:1:

1:して1..ゐ。 JhslIJではJ{.の11:1:が少なかった。

築地J，'，jjJjでピット が検出しているがIHJ陥が不規則であり、苦手れとは';"tい縦し、。又、策j也を切る

S A200制点字1:制り )j、 と築地 l対側に援する SA199栂立キ主婦り方は、後必が策J也前 tと阿賀の民協

補色*/i1:を.ttl!卜:tこしていること以外は性絡は不明である (図版 6上、 F)。

S 0 195溝状遺構 (第 3、5図、図版 2の上、 3の下、 5の上)

S F 198~路地以び築地JIÎI峻土を綴り込んで東西に走り、南に屈折する総状冶併である 。 mlO次、第

13次、第14次調~f.でも検出しており、 1 問X2 問の S 8197据立住処物跡と同時期と.itえられる。前

述の三泌~ftJ也lベにおいてはほぼ築地線に一致することが明らかになっているが、今次の調1t地区東

側ではSF 198祭地跡北半分を切って束尚に1((線的に走り、凶側でSF 198 策地が~tに防析してい

るのとは以対に1旬にJ:Jl析していることが判明した。現存する潟の巾は1.7m、深さ1.3m脱である

が本来は吏に広く、深かったものと考えられる。埋土は砂質化した赤字鈍色砂質土の単婦であり、瓦

-7ー
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の破片を含んでいる。水位の地駁

物等はみとめられず空刷り的な施

設とJ雪えられ、制り方は立ち上り

の急な、 U::f;状を[Jする。

5 B 197掲立柱建物跡

(節 4凶、凶版 3の下、 4の

上、凶版 6の 小)

l釘に屈折 した S0195情状追仰

を線通り にまたぐll1lJ(4.5m)X2

!日l(2.25+2.25m)の4創立住建物

跡であり、 L、-.j"'uも11'(任約30cmの

れの瓜跡がみられる。

掘り )jは、円錐状、平I耐形は不

教円形を2し、径約1.5mで宮路地崩

綾上よ り掘 り込tれている。 傾斜

面に桃・策されており、正S \，、~t側で

は1.2m、tJ.h、lij側ではO.7m.@t地

a・ 39mlO ;..a' 
一-

E三三~ t圭 F童
十

・ト・~‘ー，ι=-でrて=ー一一一一一一-一一一一一一一一 -

第4図提立柱建物跡

山飛砂崩な掘 り込んでいる。住の下端がほぼ水平に位置するよ うに、飛砂の低レ位位の掘 り方(第 4

図Cーのでは村の下に5Ocm~の粘土を聞くっきかため入れている。埋上はL、ずれも瓦、機を含み

固くっきかためられており、粘土ブロックを含む赤鰯色砂質土である。

平面i及び断IIlI制策の結集、 S8197鋸り方を S0195掘り方が切っていることが判明した(図版 3

の下)。凶折したS0195の川辺は刷峻土と同質の赤褐色粘質土が権制 しており、 SF198とS0195の屈

折部では築地刷機 1:との滋別ができなかった。この赤字品色粘質土は瓦を合み|閣 くっきかためられて

おり、上附では S8197掘 り}jの平面形は観祭できず、ある程度掘り下げた段階でないと把掛できな

かった。

以上のことから S0195とS8197建物の鱗築方法が推策される。すなわちS0195が SF198に一

致する地1)(では築地肌峻上の高まりをそのまま利用 して S0195とS8197.tl!物を防策 し、SF 198か

ら緩れる地Kでは新たに杭土し、固くっきかため土塁状の高まり唱，，~促進 している。J.l!tこ S 8197建物

を械築し、その様通りを泊して S0195を鋸 り込むというものである。 S8197建物織り方とS0195 

の切り合L、はこの工程の前後関係により生じたものと考えられる。

OAKPJ1fi地東側に隣接する地区一帯はかつて線高43mの小高い丘であったが昭和33年の宅地

造成の際，削平され現.(1:て1主務盤の傑混りの粘土府が館出 してレ弘 昭和33年に翌年の国営調査きっ

- 9-
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かけと もt(ゐJI，!fl・-かなされている。

今次、~!ff地..lt~HOO m むの地t{で孤状

に*丙にAよる 1:以 とカマト跡な検出し

てレゐか、今次""'4ft.の SFl98、S0195 

と11'(娘、問主liする.it'lt，Yjは総合されてい

ない。 i死にこのII，~;以で築地、 ì，'I，状lHtIi

t予は削 ~I. ‘された も のと ~えられる 。

!どに*tこ延.N:したNo.6)必~I!点付近の

o A K OJ也lベ (凶版 4の ド)に グリッ

ドι没'必し凋fr:'.!:trった。 焼 iて及び後

述すゐill物が1111:したが、 Iy]/ì{~な遺構

の倹11¥はなかった。

3) 出土遺物

DAKO地区出土遺物

第 6凶、同版26の10、11、14、15

この地lえ ず'(i if， :，:のJt.がIl:1:した他

11、必桃i二ともたう 必物の検111はたか

った。

15、161l溌地li!lt災 t1砂行 t:111 1:て-

L 、-rれ も切 り縄f.L はl'神ぷ糸切 りで II~凋

'f(~ (1) tc l '，Jdl~色 1 . 11:: '(あゐ。 19LI:.)< t .. 

11\ ・ 1 :の制色縦!火口の4J~げ瓜わである。

20はj也1IIJltiI沙1111'.の険相の (i匙で、n

f.~I(li z.f具していゐ。

瓦 (初 7凶、凶版37の 1、2、3)

君臨地崩壊 l内及ひその ド附から多rl.

の九、ヂlt.か11¥t:していゐ。 九瓦はす

べて 1111 き II~すり消 した無段の もので

円筒形の侠1';'に紡 1:紋をどさ・きつけ :枚

に分割 した ものである。

>fl1t.には人-さくー二純矧みとめ られ、

1紋巡り と、揃どきさ H文fijりがある。

1 (361) 

a
q
 

，、dv
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‘dv 

で-Lノ

モーJ

o ~ 018(375) 

口む口
ぬjA

DAKP地1，(1111: 
15.16.19.20 

DAKOJ也lベIt¥t:
1 -14.17.18 
1. t:師総

2 -13. m.¥!f.l!.1 
14-16.み尚色 1:?.l 
17.フイゴ羽11
18. 者~~共
19. 6Itfi 20. ii匙

第6図第16次発掘調査出土遺物
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4枚造りのものには4枚分の粘土板を桶状の鎖骨に巻きつけ、盤形後、半殺し各4に分密IJ線を入れ

更に乾燥後、必いは焼成後に再度分割する方法のものがみとめられる。

1は 4枚孟iり2分割法のものと考えられ、絵初の半織の際誤って切り込んだ分割線がみとめられる。

又，割れ n は巾8-10cm r. ~J隔で観祭され、粘土泌をつくる際の粘土板の厚さを示している。表裏には

ほぼ横方向の糸切り痕があり、タタキ自は斜方向に走る。 2は桶の痕跡と考えられる凹凸がみとめ

られ、タ タキ臼は縦方向に走る。 3も禍の痕跡と考えられる凹凸のみとめられるもので、判然、とし

ないが結び1=1痕跡が板と絞の接合部にみとめられる。タタキ目は縦方向、端部が突出していること

から桶巻き 4枚造りとしては示前しているが、 4枚に分割した後、必に 1枚ずつタタキしめている

可能性がある。軒、ド瓦、軒丸瓦、船子U瓦の出土はなかった。

DAKO地区出土 (第 6図、図版26の1-9、 12、 13)

L、ずれも地山飛砂陪に桜する赤鰯色砂層からの出土である。

1はJド内瓜のニヒ師総台千l杯で自転へラ切り後底部をナデている。体調i外面は右前方向に丹念にへラ

ミガキを行っている。 2-8は回転へ ラ切りの須忠w.5杯である。 3はl伝fftlにナデを行なっており、5

は底部を木端状工兵でカキ取っている。 他はすべて再調控室はなL、。4、5は半焼成のため赤縞色を呈す

る。 9-11は回転へラ切りの須恵総台千j・杯で、いずれも台周辺はナデを行っている。焼成は良好で

ある。 11は底部外面に逃 ， r~がみとめられるが、 判説は不能である。 12は宝珠状のつまみを有する

須恋告書遂である。切り雌しは判然としないが回転へラ切りと考えられ天井部全体に自然紬がかかっ

ている。内面は非常に磨滅しており硯に転用している。 13は回転糸切り、再調教のない須忠告告杯で

ある。 14は回転糸切り、再調整のない赤褐色土穏である。 17はフ ィゴの羽口で先端にはガラス状の

の鉱鋒が千l治している。18は両面に二つの小孔のある銅製の締金具である。一枚の銅似を折り曲げ、

折り曲げた部分の中央及び両端を切り取っている。他に回転へラ切り、底部全面に回転へラケズリ

調態のある須恵総杯片、木業痕のある土師幸雄底割1片が出土してレる。

(日野 久)

田第 17次発掘調査

1)調査経過

第17次発鋸調子まは寺内三子大小路を対象に行なった。昨年度の第13次調査において東西に走る外郭

線網辺の築地、 f1Ii状i立仰を検出しており、その東の延長を確認する目的で行なった。結果として、

外郭線の逃織の検出はなかったが、掘立柱建物跡3線、竪穴住居跡42棟、鋸立住列、それに多くの

遺物を験出した。

- 13-



調住地区は海抜3O-32mの市緩斜面に形成された段状をなす畑地の上総2段目にあたり、現夜は

荒地となってレる。 南側は 2-3mの悠主をもっ段状の畑地が1釘1&に聞く谷に向かつて続き、北側

は一段『:.5レill路を隔だて燐IIJの刷斜IfIiとな っている。議凪神社に投脱 した必総点より丙に約90m、

l何に約170mで、昨年度の第13玖;訓任地より -*に約30mの地lズである。

ぷ~ff.li 6 J-I 5日-11月 8n の Jl;tW lJで行な~'，発銀面総は650m 2 (1 97，1;'1') である。当初~ I・ I，hj として

lヶJJ、ドの凋代予定であったが、 jft怖が幾肘にも及び、段下府の治情l創ま で平均2.5mの深さのため

大111に品ItJUJ間を延長せざるを1!lなかった。

6 JJ 4 Uに調査地区の下刈りを|別MIし、 N仏 9基準点 (x=ー 114.邸4m、Y=-188.099m)より 発

鋸法制ぷtを移動し (X=-92.439m、 Y=-171.057m)発銅lベ械に グリッド (3X3m) ~.没IiZ し

た ( 6)1611 ) 。しかし、後円のやり )j波山の際、 グリッド IVUヒ線が氏~tに~t し27・ 7 '州に制して

いる ζ とがIYJらかになったが、グリッド名は当初Jのまま使川 した。

1)、グりッド (3X 3 m) 4つな 1JI¥位と して両側地区から発掘を開始 した。第 1陪は耕作 L i:n2、

第3 附はド部勝作土肘、第4 肘は~(ヒ物~多量に含むJ込色上削、í:n 5 附は粘土プロックのu人する

民溺色砂肘で、第5層上IToで点イピする燐 kを検出したため、 このl両iまで内・側地区を鋸り下げた。フ

イコ1I、鉄持、赤鰯色上際、絡 {-II瓦の11¥~てが多く、点白ミする焼 Ui.小鍛冶的な.ìl't備と与えられた

が、ゆ16施な j立械の検出はなかった ( 6 J-j 6 円 - 13 臼 )。次に中央.lt!!þ{ぞ I.íl隙に~5~凶ま で~l りドげ、

Ivl側で.)<1:から』絞り込まれた現代の)1'μの掘り方を倹附した (6fJI711)。中央地lベでもソイコ 11

鉄仰の1111 :が多く、第 4 附より ，}J;制色 |二総とと もに緑利l陶'6.~J; .が 1111ニした ( 6 月 23 日 }。東側j也lベ」ヒ

ではi:n51i'1の推般が認められず、緋作1::F1.'1は焼土uりの利七嗣となる。 同地区1句では小ヒ ット 、

小織列が検出 したがwl乱によるものと 身えられた (7月 l口)。全地lベを第5府両まで掘 り Fげた段

階で、焼 I:).えび出土jft物の位置匂を，記録にするため平仮実測、 レベル側主iょを行ない、終 fグリッド

から郷 5 1ì'1~除去 し 、 ド肘を品代 していった (7月 4 1:1 )。 両側地区I~-iの í:n 5 嗣ぱ討を精食 している段

附で」以内にやl'びる S0251を検出 した (7JJ 10日)。第 5府除去と併行 して断1(li観察の畔のぴ点倣影、

実ðllJ も~(it，t: ¥，、、終 f後取 り除いていった(7月22日)。奴6附は料i'l1性の阪市色tであり、 中央J也lベ

で S1201、州側地区で S8242の~! り )jのー却を検出し、{、l'近の梢 (f.唱ピ行なった ( 7 )1 2811 ) 。 結

娘、 2 械の II，~WJの異なる S 8242、 S8243倒立住建物跡を俄必、 21BIX31111の市北線である ζ とが

判明 した(8 }-j 181:1 )。 中央地lベで S1202、 S 1203、 S1204、S1205を倹出 、8月22U)、鱗

代 したとこ/;" f.肘にもIl;J... 'I跡がみとめられ、・丘なり 合った(I;J.';跡鮮とJ5・えられた。 S1206、 S1 

207、S1 211 (9月 l日)、 S1208、S1210 (9月 3日)， I I:J.'1U~に脱化材の伐る S 1209(9月 5臼)

I'ilじく 炭化材の伐る S1 220 ( 9 ) 1 9 11)を検出した。 S1209、S1220の炭化材はホリエチレ ン、グ

リコールで1，1;1:ぷした。 m6府、郷7附I(liに検wした住}，l;跡は!どに n1の，j)，'.，伐を行うため、 'p.特記"必dllJ

レベル淑IJ~、写真Htt影後、除去してい っ た。 S 1212、 S 1 214 ( 9 ) 118日)、 S1215、 S1 216 (9 

月22I3)、SI234(9月初日)を検出 した。 発銅区北側を東西に{q.びる S0250を倹出、 S1220を切っ

- 14ー



ており、 S8242、243によって切られているのが確認された。これら S8242、243周辺下層にも、 煽

り方精査の際、住居跡と考えられる炭化物層がみとめられたため、やり方を設定し、この平面突側、

レベル測定を行ない、総認面を煽り下げていった。 引 き統き住居跡の調査を行なっていた中央地区、

東側地l天において、 S1 228( 9月29日)、S1233、S1230(10月 l日)、S1214床面下閉で S1225、

S 1224、S12拘束で S1231、 S1 233~友で S 1235を検出 した (10月 2日)oS8242、243の縫認岡下

肘を調子正 していた内側地Kにおレても S1218、S1217、S1219を検出した(10月 3日)。住肘跡鮮を

追求するに従L、発抑|色全体が予均2.5m、深い個所で 3m以上に及び、上也域全体が砂貧土であること

か らも、皮荷、グリッド4立が崩滋し危険な状態とな ったため、巾 1mの段を設け、段状に御 り下げ

調布を行 った (10日20臼)。、ニの段階で発畑区全体が飛砂陪にそり 、発綴l玄を*凶に走る SA260を

(10月211J)、凶側地lベにて S1223、S1222、S1221を検出した(10月22日)。中央地t(、東側地区;にお

レて S1232(10月25)、S1226、S1229、S1238、S1 236、S1237、S1240、S1239、S1227を検

出した(10月初日)。発鋸|天全体が完全に飛砂師l伺まで達し、3どに下胞にはj立総のが在がJ雪えられな

レので、全体7メ氏、航空写真船影宏行レ、やり方を設定し、必終的な半面実測に人った(11月4臼)。

各々 のH:J，~i'跡及びカマドの平副凶、能lí l面闘を作成し、写真説a診を行レ、すべての調査を終了した

(11月8n) 。 4
j
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第8図第17次調査周辺地形図
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(2) 発見遺構と出土遺物

住居跡

m17次訴H年で、符~した状態で42ttJ!

の畷火It;川跡が検:l¥された。すべての

U:J，l;跡にfl.穴は認められない。

SI 201住居跡 第11凶、凶肱11

-*内約 3.4m、南北約 3.1111のほほ

)j形を日する。江~6 陪 rfiîでE似忽与れた。

ベ d?，.y .、

SI201 

A 

;， ~ 

9、 0，..... ...." 
~. v 'If 、
， ~も

~，l 

。

4ゅの状態は不良で、わずかに斜めにな

ちあがってレる。カマドと 忠われる泌

跡は~t点 z ーナ一部にみられるか、 lJ.j

袖ffilはィ、IYJで、).';1辺には焼 i二、炭化物

か多htに必められる。床I[IIは全体にヂ
第11図Sl201住居跡

¥以 閣

5 (697) 

~d i 
o 5 10cm 

第lγ図S1201住居跡出土遺物 if附 斗
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JII.であり 1，1;1くしま っている。

出土遺物 W~ll '凶、図版26)

赤掲色土器

杯 2を除く他の上総はj型土内よりの出土である。 1は阿転糸切りで切り縦 し、ゆるく拘litlして立

ちあがり 、円融ffi¥はわずかに外反する。体部下端には手持の荒いへラケズりがみられる。 3-10は

L、ずれも向転糸切りで切り縦し、ドチ調穫は絡していない。胎土、焼成ともに良好である。 2は床面

より出土した併で1"1転糸切りで切り縦し、再調教はない。

円筒形土器

Jil! 1:1付より 3例休日1七した。円筒形を屯し、明補色である。中には口縁部に切り込みをもち、筒a

状主ピ叫するものもある。 1 1 はその l 点であり、口径1l . 2cm、1r.{r:~21仰を測る。 rh 3 cm程の粘土紐を

左(nげにどさきあげて成形しており 、焼成は良好である。 政ffi\}，'ij辺は再加熱を受けて赤字f~色を呈する。

、A

S1202 

第12図S(202住居跡
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須恵穏

• 12は tt 任2lcm、お高44仰を削る。 13

は rl筏20cm、2れ'545cmを誤11る。 12、13と

もに11紙部より顕ffilは内外1耐ともに償ナ

デを施してレる。 休部から底部にかけて

は内I(Uにアテ板を用レ、外l而に葉脈状の

タタキ紋て'全体を叩きしめてレる。 13は

顕ffilよりドJJにn然触がかかって L必。

12、13ともに胎土、焼成ともに良好であ

る。

SI 202住居跡

(W12凶、凶版11)

点州5.6m 、 It~ ;ft3 . 8 mの点丙に長

L、、民)j形のフランを呈する。恨の

遺作状!~も良好である。U: I偏はゆる

く，"111

出土遺物

(第15凶 l、2、凶版27)

赤綿色土鈴

杯 l、 2とも凶転糸切りで再J司教

はない。lは内向しながら立ちあがり

n縁部はnl二外反する。いずれも焼

成はやや良好である。

SI 203住居跡 (第13凶)

J'4ftJl!Ut側のグリットにかかって

おり刷半分を検出したにすぎなL、。

イ'f~)j形のツランを呈すると思lわれ

る。 J紛|は1，191である。

出土遺物 (第15図 3、凶版27i

赤栂色土総

d 

O 

第13図 S120311居跡 i 

第14図S1204住居跡

-20ー

∞l 

ごう'

A' 



杯 3は(11]転糸切りで再調教はなL、。 陸部より斜めに真っす ぐに立

ちあがってし、る。胎土、焼成ともに良好である。

s ( 204住居跡 (第14凶、凶版12)

点州約3.7m、lfi..lヒ約4.2m のややI~i ..lヒに長し、、長方形のメランを

はすゐ。 自主は I釘径が一部不明であるが、他は遺存状態も良好で、 fl~

?"GIよ約30cmで斜めに立ちあかつている。 床面は、f..tItで良好である。

カマトはIvi'をの東寄りにf/.J:て:11.策されている。周辺には鋭化物が

jぶぬVHに必められている。

出土遺物 (節目1><:14、凶版27)

赤褐色土器

杯 411(111転糸切 りで、 体(.11ド端は子持のへラケスリを施している。

氏ffllより内向しながら立ちあか ，ている。 焼成良好であゐ。

1.251202 
3 51203 
4 51204 

SI205 

A 

第16図S(205住居跡
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51 205住居跡 (第16図、図版12)

東西約4111、I有北約5.7111の市北に長い長方形のプランそ呈する。南壁に設位されたカマドの一郎

は調査地外のため検出できなかった。 住居跡は東西に送る絡によ って切られている。援は西側では

盤町30cmで.ifi存状態も良好であるが、北 ・東側はわずかに残る程度aである。床I師11平.tllで閏くしま

(第17図)って~存状態も良好である。カマドは南壁の東寄りに粘土で椛築している

出土遺物 (第18図、図版27)

赤繍色土審告

9・11・13はレずれも伊l転糸切りで切り縦し Ilj調整はみられなL、。胎士、 :!l'e成と4-7、1・2、杯

もに良好であるが、 lは Ilf加然を うけ胎土はもろし、。

2の内面には砂鉄の般化物が千，-.j'i'している。 11はいl

外面に煤状炭化物が付おしてレる。

土師器

底部を1"1転糸切りで切り縦している。巻きあげ• 
の後にロクロによ って終形され、内l偏にその痕跡が

A
Ul
「

|
』

一正
ドマカR

d
 

n
u
 

司
ノ
』q

u
 

図マ，，第

み られる。顕郎よりゆるく外反してLι。外而胸部

下方には|日l転へラケズリを鈍して整形している。内

X五〆¥主乙)てf)iOl

面顕?司lか ら円縁部には

吹きこぼれ状の付着物

がみられる。

、こ三L/¥主z須x!{器

8ともに1"1事iミ3、杯

\二-~7
へラ切り であり 、同調

殺はみられない。いず

ミ主2イミ主〆
れも底部より九味をも

って立ちあがってレる。

3は内外面に火だすき

第18図SI205住居跡出品物httJ

てζ=つ-4〆
し一一一ーム一一目白.

がみられる。全体に鉄

8はl治土、焼成

分を含む砂が付.{iして

いる。

-22ー

ともに良好で、if-cね;焼

き痕がみられる。



灰軸陶音量

10は切り厳し後、回転へラ ケズリ を施し調

絶している。台は貼り十J"r:*:jfiである。j胎土、

11(;/ぷともに良好で、灰白色をJt ~ずる。 内而全

体に1'1く制がかかっている。

51 206住居跡 (第19凶、凶版17)

，J.'Ht地点、 1旬グリヅト E撲にかかり 、{主肘跡

の・郎会検出 した。アランは)jJ移を 九!:す ると

!心われる。 峨はゆるく 也:ちあが り、 i自作状態

は良好である。

51 207住居跡 指20凶、凶版13)

!-I.[内約3.3m、市北約2.7m 

のほぼ)j形のフラン を弘すゐ

~tn，$，の人・ f~1分はSK252 1二tJl:に

よって切 られ、同側の-.rmは

S I 231(1:J，';'跡を切っている。

~I，か.6はが')20cmでゆるく立ちあ

がる。;r!ff状態は良好である。

カマトは何僚に設けられ、l品j

拘hfmは勅 1:で問めた遺作状態

の良好な ものである。 カマド

内、佼 111.';j辺には焼 J:、炭化

物が泌められる。MミrflIはI
nlll1l

がみられ る。

SI231 

A 

<(1 

<(1 

第19図Sl2時住居跡 ヒヒゴ
制
」
」

S1208 

A' 

A' 

第加図S1207住居跡 ト十ー}
M
 

2
l

コ
出土遺物 (第22閃 1、同版27)

須恵銭

杯 lは|川l転へラ切り でIII訓検はなL、。 l底ffllより丸味をも って立ちあがる。 二次加熱を うけ内外

l(rIともに!1.¥色化を叫する。 焼Jocは"1'l:込である。

-23-



SI 208住居跡

(第21図、図版14)

東西約3.3m、市北約2.8mの j S1209 

ほぼ方形のフランを込する。北

側では$1 209 {I:/，I;跡を切 って

おり、 I~-i側は$ K252 七砿によ

って切られている。 U~f\.Sは約30

cmで ffll分的に%なるがほぼ1f~II'L

に立ちあがり、.itt存状態はJ.:.H.f

である。ばI(lIはゆる L、1"11"1をも

つが良t.fである。カマドはl釘位

の凶寄りに設けられ、 -1mを S

K252上.1'11;によ って切られてい

B 

る。粘 kで榊きおされたIJ，j拘Itffllの

jft存状織は良好である。州制1，;尖

端部には九瓦を立て補償材とし

ている。カマド内、後n却には
第21図$12ω住居跡

焼土、民化物が必められる。

出土遺物 (tn22図2-4、図版27)

赤縄色土総

杯 2は1"1転糸切りである。氏郎外紙より体部下端にかけて副転ヘラケ

ズリで淵殺を施している。底滞より内向しながら立ちあがり、 LI紙ffllは

若干外反する。内外l耐の、ド分般には煤状~化物が付活している。 3 ~'!I"I 

転糸切りでIli捌牧はな L 、。 ~ffll より内向しながら立ちあがる。内lúiには

irtl煙状の1.1，1色以化物がH.{fしている。いずれも胎土、焼成ともに良好で

ある。

須恵鰭

A' 

8' 

M
l
l
 

n
L
 

¥ミイ(6

I $1207 
2-4 SI208 

第22図出土遺物

杯 4は.lfl!l:より出 tした。 f"l転へラ切りで再調整はなL、。底部1M紙には術ナデがみられる。底部

より内向しながら立ちあがっている。赤禍色、資鐙色を塁し、須必ir~・の生焼けと思われる。内面一

部に、.'l¥色付，{i物がみられる。

-24ー
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第23図SI2ω住居跡

M
 

1
1
4

，J 

内

4

S 1 209住居跡 tl123凶、凶版14)

北側は，J品 ~t地外で検/11でき fr.かった。また南側一部は S [ 208(l:J，';跡に切られていゐ。 .!Uvlf約5.8

111 {!: lJllf ゐ。 A恨の立ちあがりは、グリット北側断面でftm認 し、 ~rt':lf:jは約30cmである。休;1(li I.t‘lλJI[でよ

くしま っ てレゐ。また令:liliにわたって焼上、炭化物がJ1j:fI'( している。 特にIl~際には鋭化材が良好な

状態で伐っていた。これらのニとより 本住J.l;跡は火災を受けたと止1われる。は11Ii上にみられる 位穴

はl.ずれも(!:J，';跡の上附より制り込まれたものである。

出土遺物 (第271ヌ11、 2、凶版27)

須恵縫

杯 lは1"1転へラ切りで，1.，O:，l燃はなL、。 )tJJ.ま風を以 し、 11紙imはJ・" F外以する。IIfi1:、mlぷともに

良好である。部分的に 'fU1j胤 き lJ.~がムられる。

ヨI 2は偏平なツマミ'{!:1iする。天井却には[o[転へラケスリ "{!:b値しており 、切り緩しは不明である。

-25ー



51210住居跡

(第24図)

大部分がS1 211 (巨

居跡によ って切られて

レる。 ~t .点t伐の-;m

ベ

。(臼
と、カマドが検lI¥dれ

たに過ぎなし、。 ~t~の

逃存状態は良好である‘

カマドは*~慢の」ヒ寄り

に粘上で桝策.::れてい

るが、泌が状態は不良 A

である。ばl耐11‘11.JI tで

S1211 

SI210 

ベ'

A' 

軟弱である。

出土遺物

(第27凶 9-11、凶版27)

須恵器

ヨI 9は偏、fLな ''/マ iをれする。天井調;

第24図Sl210住居跡

o 1 2M 

ト「→-→
にはいl転へラケスリをぬしており、切り

離 しは不明であゐ。外I(II11 tJ!郎、内I而LI

緑郎よ り体;mにかけてはn然制がかかっ

ている。内1(li小火;~Iには脱化物が f.t ~"'I し、

わずかに肝減 してお・り 似に転川 されてし、

A 

る。
。

S1211 
@ 

磁石 10はヒ部が -i':ilQ(制 した瓜イ[で、

短冊形を叫する。{史リ瓜は 41(IItこみられ、

特に炎東1mが 符るしL、。 イirtは凝灰むと

思われる。

鉄鉱 11はや:J毛9.8cm、rlJ1.3mを測る鉄

織である。鋭化か狩ゐしく詳細は不明で

。

てl

ある。

第25図SI211住居跡
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S 1211住居跡 (第25圏、図版13)

IYUヒに民¥"tミノi形のフランな号する。墜は北皇室、

及ひ(t!!の慢の刊:は.tgめられないが、jftf?状態の良

好な部分て'は吹品約30cmで斜めに立ちあがる。床面

は、l勺ttで、 秋剥である。カマトは1拘束コーナ一部に

粘土で附祭主れていゐが、 iit存状態は不良である。

カマト内、 t淀川、ばI(IIの-，mには焼上、炭化物が薄

く村上前 している。 本(I:J，';跡は S1 210住居跡を切っ

てt/0'i3おされている。

出土遺物 (節27以14-8、凶版27)

赤縄色土総

杯 4、 5ともに1"1転糸切 りで、休部下端は回転へ

ラケスリでI'iri)l，l燃 していゐ。胎 t、焼成ともに良好

である。ちは内外l耐ともに黒色の付活物がみられる。

須恵器

杯 6は1"1転糸切りで内外l耐ともになめらかである。

υ紋郊には，f(J:l焼きの痕跡がみられ、内外面ともに

， 
' 、、、、

V 

第26図S1236・

237・238・240・239住居跡

』ゴ
火だすきがみられる。 7は1"1転へラ切 りで再調整はみられなL、。 内l船主全両にぷ泌色の樹皮状の付

II物があり、ハリハリとはがれる。いずれも胎土、焼成ともに良好である。

ヨI 8は切 りIl'Jlし不明である。宝珠状のツマミ を有 し、天井鴻にはナデを絡 している。外面口縁部、

内IfiII I蝕t:I¥より 体1'$にかけてn然糊がかかっている。内面中央部は肝減しており、炭化物がH1fし

ている。 Iillに転JIJしていゐ。

SI 236-240住居跡 (抑26図、図版21)

ぷ.J1宅地点側 グリットにかかり 、 5棟の住居跡が検出された。 レずれもほ館関係にあ り、新 しい順

に盤，1111すゐと 、 S1238→ S 1236→ S 1239→ S 1240→ S 1237{叫り跡とな.ゐ。 S1 238{t:J.!i跡は他

の住川跡より 1:，，1で検 11:した。 S1236住居跡はS1240住J，lf跡を切って術策され、」ヒ ・丙控の一部

省c検出 した。 S1 2371l::J，';跡は S1240住J.!i跡の下回で酋壁、術監の一部省r検出 した。 S1240住居跡

は S1236、239{I:J，';跡に切られており 、西側の一部を倹出 した。 抵のiit作状態は不良である。 カマド

は西日Zにその瓜跡を残す~~m:である。 S 1239住居跡はS1240住J，.;'跡を切っており 、西噌の一部と

カマドを検出 した。カマドは粕土で憐策され、両袖郊の他は峻されている。

-27-



S 1 236出土遺物 (第27図、図版27)

須恵器

杯 31主""転へラ 切りで底部より九味をもって立ちあがり、再調整主

はみられなL、。胎上、;既成ともに良好である。 ifiね焼き痕がみられ

る。底部に冶，1~.がみられるが宇IJ ;説不能であるる。

S 1 240出土遺物 (第27図、図版27)

砥石 12は上ffii中央に径8棚純の小孔な穿った脱術庁!のものである。

全l耐に{史州浜がみられる。 イi質は緑色凝灰粁である。

S 1 212・213住居跡 (第28凶、凶版15)

$1212住}Il;'跡は市側半分を、近代の )I:}iぷ!J:I]火と$1 205 ( I:}，~:.跡に

切られてし、る。伐イ(，'l1iの壁のill作状態は不良で、わずかに立ちあが

っている。カマ 卜'は*'授の~t託子りに粘上で悦築されており i世が状態

は良好である。$1 213( 1:1.';.跡は、 ~t、州峨の .ìm しか検IJIできなか っ

Tょ。

、、
、

hL i f o 

1>- ¥ /1 F 、

第28図S1212.213住居跡
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51212出土遺物

(第29凶 1-3、6、凶版27)

赤偶色土総

杯 2、 3ともに1"1転糸切りで再調教はみ

られなL、。 L、.rJtもhtffl¥より内向しながら

立ちあかゐ。Ilfl1二、焼成ともに良好である。

土師総

費 11 í~ 16.4('m、総.:":j l :3 .6cmを測る。顕却

は「く」の.j-:~止に外hi.する。内 I(I Î 1 1結却に航

ナヤ~ぬしていゐ。 {本 tm Lt.創11かいナデを施

しており、 λ ベ λ へしていゐ。 httm}.'持まに

はカ¥11がみられゐ。外1(1 I (.t. fJi ;'Ii¥から1Ib': 

i{i¥にかu.てWthii'Jに網11カ内、ナデ、 {本i切¥I::}J 

はタサ)j li'J (/)力 .¥ 11合ぬした後にナデで整

形し、 ド)jl二は，、ヶ 11かみられる。

て~

によJ

¥可())LiiT|
¥ t-:J 

7 (448) 

側

l
14

Aυ 

ιμj 

1-3、6S 1212 
第29図出土遺物

4、5、7 SI213 

51213出土遺物 犯29凶 4、 5、 7、図版27

土師髭

J! 7は 1I任17.8cmを担IIJ/.，。顕iiflより 1I絃にかけてr<Jのす:状に外反する。内1(111こは桁ナデを絡し

ていゐ。外1(11のfJltm、11ttt~\には桁による制カ火、航ナデかぬされ体市:との1::)1ニt会 合つくっている。

体却には 11I ) j li'Jのカ ー¥-.11が絡されている。

須恵者苦

杯 4 ・5，よ1" 1転へ/ 1，/)り で Ilf ，JI~終はみられなし、。いずれも J1fì 1 :、焼成ともにj~H-で、火たすきと、

4 には1911僚に ， r(れが'I.~ の瓜跡が必められる。

51214A、B住居跡 (初30・31凶、図版15)

IJ.j( I:J，';跡 ともに、ドI(lIソラン はI'i)-のものであるが、ばl向iはt::11I'1をはさんで l:・ド21(1Iを検:11し、

下l(tÎ を~S I 2 14A(仁川跡、 l二I(IIをS1 214 B (t1，!i跡とした。 *州約3.2m、市北約4.2mのIH北にnい

長)j形のツラ J を日寸る。J1fl1二には炭化物が含まれる。ば1(li(主A・BI(IIともj自作状態は良好である。

カマト{主dめられ f..l、。 1I'1側にはみ:(I:1，'}跡を切った性穴がみられゐ。

出土遺物 部32閥、凶版27)

S 1 214 A、 B(1:1，';跡のH:J:.itt物は一指してS1 2140:肘跡出 J:ill物として記す。
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赤縄色土若宮

杯 1-7、20は回転糸切り で切り離 した後で、

体問lド端、あるレは底f協同縁ま でいl転へラケズ

リを施しており、内面もナメラョりである。総1診

はいずれもl底ffllより内向しながら立ちあがって

L 、る。 S は1底部I~縁より体部下端にかけていl転

ヘラケスリがみられる。 3 、 6 、 7 は 11*~i協の

-ffllに拘h問状の炭化物が付必しており位IJJlllIlに

転fIl されたと思われる。 4 は底部に:，l~ .Uが認め

られるが判読不可能である。 8はいl転糸切り で

切り離 した後の碍調整はみられない。 版部より

内向しはがら立ちあがってレゐ。いずれも胎七

焼成ともに良好である。

須恵書官

杯 9 -17、21は回転へラ切りで切り雌した後

の丙刷物はみられないが、 11、12、15、16、21

は折ナデな施している。太郎分は版部より メL味

をむ って立ちあがっている。 9、12-17には屯

ね焼きの痕跡がみられる。 10の内的iは非常に磨

滅 しており鋭に転用 したものと思われる。 18を

除いては胎上、焼成ともに良好であゐ。 18は灰

白色を日すが、体部下半は減いsJl色を2してお

り、生焼けと忠われる。

台付杯 19、20は戸l転へラ 切り であゐ。いずれ

もf?は欠制している。 22は底ffll川紙にナデがみ

られる。いずれも九味をも って立ちあがり u縁

部はわずかに外反する。胎上、焼成ともに良好

であゐ。

磁石

上部中央に小イしを穿ったlj~mJTI の低イ iである。

使fIl/J，{は41自1にみられる。断l耐はずiJ移をUする。

石賀は緑色凝灰石である。

。

'・ 。

。 。
c _ A~ 。
ー・". . 。

。 。

S12148 
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第30図S12148住居跡

~、、'--....c __...寸i
なs)、 ト

ーイ::@)? 

M
l
l
 

nJ“
 

第31図SI214A住居跡
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第32図S1 214住居跡出土遺物

51 216、217住居跡

W~33図 、 図版16)

S 1 216 i I:J，J;跡は、わずかにJ.'d辺と

の色調の違い、遺物の広がり の状態

から方形のフランをむするものと思

われる。慣、カマドは不明である。

S 1217iI:J，I;跡の上附で検出した。

S 1 217 itJ，I;跡はM!丙約3.9m、南

北約3.6mのほぼ)j形のフランを叫す

る 。 笠高は約30('mでほぼJf~lI'lに立ち

あがり、 ill{{状態は良好である。ば

IIiIは*側にゆるく傾斜している。 カ

マドは東qきの1何寄りに粘土でtおきおさ

れてレる。I品j拘l川lとも遺存状態は良

好である。カマド内部、焚n日IIには

鋭化物が，認められる 「第34岡)。ば

l仮にみられる付火には本住J6'跡より

も新しいものである。

51 216出土遺物

(第35図 1-12、凶版28)

赤縄色土銭

杯 1-7は1"1転糸切りで、体却下

端にいずれも1"1転ヘラ ケズリを範し

ている。l底部から立ちあがる部分の

総墜はいずれもI字L、。 5は11結部の

一部が黒色に変色しており、あるい

は飽明IUlに転JIIされたと恩われる。

L、ずれも焼成は良好である。 8-10 

はi寸転糸切りで調紗は絡していなL、。

8、9は胎J:、焼成ともに良好である。

澄 切り縦しは小191てある。'/-/' ， Lt欠mしている。天井却には回転へラケズリを絡し調整してい

る。胎土、焼成ともに良好である。

- 31ー



須恵器

蓋 宝珠状のツマミを

有し、ズ)t:fmより体調l

にかけて1"1転へラケス

リを施してレる。切り

厳 しは不明である。内

面にはよuが付ね してお

りqJlに転JIIしていゐ。

SI 2げ出土遺物

(卸35凶13-19、凶版28)

赤婦色土滋
A 

杯 13はカマト内より

の11:七である。 1"1転糸

切りで切りPlLし、体沼:

下端には1"1転ヘラケス

匂/ ∞l 

∞1 
A' 

。
ト
」

リを施している。 11蝕
第33図SI216・SI217住居跡

ffl;にはわ t'1J・γ.'.1.¥色(.Jli物かムられる。胎 1:、焼成ともに良

好である。

土師銭

費 17は11間約20 . 3cnrを d!IJ ゐ 。~%-nlは r <J の'ι状に外反 し、

11紙調iは内Jxすゐ。内外IflIともに野t;';ilより下 )jにrhl.3cnr位の

の11¥1嗣で似)jli'lにカキ 11{t-baiしていゐ。 JIfl1二、焼成ともに良

好であゐ。 18は11何20c m {t-ðllJ ゐ 。 JJf，~;mfllは22 . 3cnrで砲ヲi!Jr~セ
A 

l設すゐと .I.!，I.われる。1Jlimは「く J の，;:状に外反し、 1 1 紙は~'，:

寸二内Jxする。外1(ljには!!Ju':1Iよりl川却にかけて償)jl:ilにカ キ11

を施し、 '，'lllにはタ テ}j，i'lにへラケスリを施してレる。さら

に下)jは内ffljにア テ 似もどあて、~眠状のタタキ板でIlfJ きしめ

ている。内I(rjには削却ド)jに-;';il自民)j';'1のカキ 11とアテ板痕

A 

A' 

川
」
」

第34図 SI2げカマド

がみられる。 A、制色で焼成良好である。 19Ltll径21 cRI、 ?:~・尚42.8cmを訓IJ ゐ。ルHfllllJは23cIIIてー砲弾形

を'止すゐ。外Ifli顕;';il より刷;';ilにはも純)j ，í'lのカキ 日が施され、下)jには内IfIiに ア γ似合あて~眠状の

タタ キ阪で1111きしめていゐ。内Ifliには償)j向のカキ I1とタテJi，i'lのカキ 11が、 ドノiにはアテ板泌が

みられる。，hHω色唱ceaEし、 11ft1:、焼成ともに良好であゐ。
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。出:tl 100は ー!詑1216
ゴ 1 ，，- 1~~1 1. 11

須恵錯

杯 15、16ともに床凶より出土した。いず

央主/ れ叫ヘラ切リ叩厳し叫…

13(749) れなL、。底調iより九味をもって立ちあがっ

ている。胎上、焼成 ともに良好であゐ。 16は

mね焼きの痕跡がみられる。

¥ミーゴ -_7 

\二~~

調1)

台付杯 14は1"1転へラ切りと!ど.われるが明

瞭でない。貼り HけI1.6f?である。 j胎上、焼

成ともに良好である。

51218住居跡(節36凶 、 凶 版18)

Iv.i側はSD251r.vJによ って 切 られている

が、束尚約3 0 5m 、 IÝI~t約2 0 4 mの長方形の

フランを叫する。{I~，:5はが:l30cmて'斜めに立

ちあがっている。 jit{{:状態は良好である。

床面はほぼ、JI.Jfl
oで秋!Nである。 カマドは東

懸のI釘寄りに~'iJ品色f/， l二をJTJ¥. 、て憐策した

i虚子子状態の良好なものである m37凶}。

18( 1・091) カマド内市lからr-Rlfnの-ffilには、 .焼上、炭

化物が広く認められる。北側のヒット は S

B 242~1l'L:Hil!物跡の制り )jである。

幻

m
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 第35図出土遺物

出土遺物 (郡38図 、 凶 版28)

須恵総

杯 1・2ともに1"1転ヘラ 切り で併凋盤は

なL、。2はrn:tmより内向しながら立ちあがっ

ている。外凶i11.Jffilの -i'mと内1(li全体に油

開状の!n色H~"(物かみられゐ 。

5 1219住居跡 (招39凶、凶版19)

壁は硫，認できず、かすかに市側のプラン

が倹出された。M!側に粕上で術祭されたカマドをd受けている。持制は不明である。
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第36図Sl218住居跡

ベ

A 

第37図S1218カマ ド

∞1 
出土遺物

抑制凶1-7、関版29)

赤繍色土鵠

杯 l、 21.t1"1転糸切り

A' 

でt.l>mlド端には1"1転へラ

ケズリを鈍している。底

f:lIより内向しながら立ち

あがっている。 3は川転

糸切りで、 ff~減か激しく

刷物のイ;1礁は不明である。

L、ずJtもIIfl1'.、カ旬以とも

良好である。

須恵総

2M杯 4-7ともに1"1転へ

i ラ切りで II~仰はない。
4-6は底部より九味をも って立ちあがる。 4は減

い赤位色を霊し生焼けと!巴われる。 S、 6は，f(ね焼

ベ' き痕がみられる。 7はu祉部内lfiiにllh伶・状の十t.. '(物

がみられる。 5-7とも焼成良好である。

51223住居跡 (第40凶、凶版20)

調査地外のためその..':lIを検山した。 l十i側はSO

251絡によって一部切られている。全体のフランは不

明である。カマドは~tU，i;tこ，(!.tけられ、 j毛さは約 2 m 

を測る長大なもので抗尚色*/.1 '.で~ HI1 ~おした逃仔状態

の良好なものである。 ~tから I~lにゆゐく傾斜してい

る。炎口、床面の.ffi¥には脱化物が必められている。

出土遺物 (第41凶 8、凶版29)

土師書官

• 8は ní~23 . 6cmを測る。鎗f，'(J成形による

もので、内外面に柚杭瓜かみられる 顕部よ

り口縁にかけてゆるく外kしている。内面に

は顕部下方に巾1.4 cm胞のへラ状工共による
第細S1218住ぷぷいιl吋
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7;マ泳、
S 1219 'i":ヲ2

M
 

2

ゴヒ己第39図Sl219住居跡

と思われるも貨)jII'Jのカキ11が絡されて

いる。外I(liにはタテ)jlI'jのカキfIが施

されているヵ、:次的な鋭化物の付必に

.omし/)，.Iy.らJlなL、。

51220住居跡 <m42凶、図版14)

l何側はS0250 仰によって切られ、

よって

内.明の-fmと」ヒu反省ピ検出した。特に西

qきには・部分て'はあるが、脱化した飯、
材が1I'(tr.して!伐に依りついていた。 i本

i耐は‘l'.11 [でよくしまってレゐ。床面上

には焼 i二、炭化物か全Uliに認められ、

火災を受けたと!ど、われる。床面上にみ

M
l
l
 

内
F
U

第40図Sけ23住居跡
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られる付火I.t.l'.附より掘り込まれたも

のである。



51221、 222住居跡 (第43凶、悩版20)

S 1222 itJ，';跡は点州約3.3m、IYi..lヒ約3.0mのほぼ方形のフランを位す

る。 J目黒のー.l:Uは-1"現lであるか、他のt援のi立存状態は良好である。以

前iは予知で軟ωである。カマトは..It阿コーナ一部に粘土で桃築され、

両~Iimはjr1((状態のJHfたものである 第44図}。内部、佼 11部付近に

は焼 1:、炭化物か必められゐ。ノド{I:J，'}跡は$1221住居跡を切っている。

$12211H';跡は..It . 見-!~伐の遺作状態は良好であるが、{也は不明であ

る。 H幻.5ははが~20("1IIて'斜めに立ちあがっている。 S r 222住肘跡休Ifrjド

より料i1二フロ γ 夕、銚 J'.、炭化物が多祉に認められ、ヵ入，ドの痕跡と

思われゐ。

51 221出土遺物 (抑45以l、凶版29)

土師鶴

• 3 は 11 任 1 3 . 6("111 、 ~~ r~'~9 . 5 c:mを ðlll る。 fJUm より n縁部にかけて、ゆ

るく「く Jの，{:状に外jメしている。 11縁部内1Mには償ナデを鈍している。

外Ifoは野U:Uよりu'tt:uにかけて全I(ljに子持ちのへラケスリを絡している。

鎗杭の瓜跡か.i";t~にみられる。胎 1:、焼成ともに良好である。 4 f1ll 

径12.2cIII、術品、13("111{!:-IPIJ /.，。制i司;とのI:JIに1I結部を償ナデによ って牧

形した時にで~たと，IJ!，われる後を形成している。内而は rl蝕，.m より目トi

部下)jにかけてきめの制かいナデを絡している。さらに F方は1111.5cIII

filのヘラ状 T:れによる紗形を鈍している。外面t主口緑郎、顕凋;には総

ナデもc-bI!iしてL、/.， 0 1]1-1部よりド)jにはタテ}j向のカキfIを鈍した後に

上からドにかけ、 n午らのヘラケスリで'fi'~形している。一部に輪杭の

> 

SI220 

、
、'.

」ーーーーーー・ー・・・

第42図S1220住居跡

ト1 十--{
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第41図出土遺物
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第43図S1 222・S1221住居跡
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。ヒ二i lJ
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第44図SI222カマ ド
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h . . 
‘・.・、
"・

4(1・082)

.・‘F

" - a 

C1D 

卜什ttt ~ 

第45図S1221住居跡出土i貨物
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51224、 225住居跡 (第46図、図版17)

SI225住居跡は東西約1.8m、南北約2.6mの長方形のプランを呈

する。壁は北墜と、東西鐙の-ffilを践す。カマドは東壁の中央に粘

土で階築されている。北側の初11には丸瓦を立てて補強してレる。カ

マド内、焚口、床耐の一部には焼土、炭化物が多量に分布している {第

47図)。本住居跡は S1224住居跡を切っている。

S1224住居跡は東西約3.6m、南北約3.1mのやや東酋に長い長方形のプランを皐する。 S1225住

SI224 

/。
匂/

第46図 S1225・SI224住居跡

痕跡がみられる。 l伝f協は木袋泌が明瞭にみられる。

SI225 

凶|

A
U
t
l
t
1
t
 

12M  

l|  

A 

A' 

A 

A 

第47図S1225カマ ド

居跡と同僚、留は北壁と束、西壁の一部を残すのみである。壁高は酋壁で約40cmで丸味をも って立

ちあがる.iit存状態の良好なものである。カマドは陶・壁に粘土で術祭されている。カマド内、焚口湖1

に焼土、l:X化物が多むに分布している。本住肘跡は SI 225住肘跡に切られている。

51225出土遺物 (第50図 3、図版29)

須恵縁

台付杯 3は回転糸切り で切り離し、 その後日台を貼り付けている。底部よりゆるやかに立ちあが
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第50図出土遺物

2M り、体ffllド端で:，;，'.fC11Jrでほぼ真っ

す ぐに立ちあがる。胎 1:、焼成

第48図Sl230・SI231住居跡 ともに良好である。

51224出土遺物

(第50閃 1・2、刷版29)

<1 -<1 
赤褐色土緑

杯 l、2とも1"1転糸切りで、底部よりゆるく内

間しながら立ちあがっている。 2は体部下端に凪

転ヘラケズリを胞している。 lはほi'mの}，'.i縁 より

体部下端にかけてl"l.iヘラケスリを鈍してレる。

いずれも;焼成良好でめゐ。

51230、231住居跡 (第48凶、凶版22)

S 1 230 (I:}ò.跡は米州約2.3m 、 l十'Ì~t約2 . 7 mのほ

ぼ方形のフランを日する。慣のj盤作状態は良好で

~高はわずかに lO cm位で九味をも って立ちあ冶:る。

<(¥ 。〈I 1M 
カマドは出来コーナ -ffllに新 1:でWi~挺された逃存

l t-→ 状態の良好なものである <m49凶)。カマド内より

平瓦、九Jiが出上してレるがカマ ドに使用された

第49図S1230カマド ものかは、不明である。煙道部、炎口問1は焼土、
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炭化物が広く分おしている。

本伎Jti跡は引231fEJ，';跡そ切

っており、また北側では S8

244掘立牝il!物跡の掘り}jによ

't-

って一郎切られている。

S I 231ft:肘跡は*側を SI 

207ftJ，';跡に、内.側をSI230

住1足跡により切られている。

かろうじて北、 lyj、米4慢の一

部がわかる純度であゐ。 カマ

ドはイ叩lである。

ヒにi
2

ゴ
第引図S1226・SI 227住居跡51231出土遺物

(第50図 4、凶版29)

砥石

4は上泌が欠損 しているが組問形を包するもの

である。友東l偏に{史川瓜がみられる。 石質は緑色

凝灰岩である。

51226、227住居跡 (第51凶、図版21)

S I 2261EJ，';'跡は*同約4.3111、市北約3.4111の隅 A 

フL)J形のフ ランを日する。位向はよく伐っている

f司i分で約30cmであゐ。カマドはJt控J収容りに粕土

でtlYi~おされた)1'tイ(:の JHfなものである(郷52図)。

両納ffl¥f.t特にしっかりしている。内部、焚口部付

近には焼 1:、民化物が多l止に分布している。本住 A 

居跡はSI 227 H:J，';跡を切っている。

S I 227f引け跡はS1 226住J，l;跡によ ってその大

学を切られている。フランは}]J診を2するものと

J恩われる。噌の.in作状態は不良でカマ ドも不明で

ある。

51226出土遺物 (第54図 1、図版29)
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土師器

~ 1は 11任18cmを測る。 l底部は欠
QJ， 

卸 しているが烈形からみて平底を塁

すると!ど.われる。顕泌から 円緑却に

かけてゆるく 外反している。 内面に A 

はナデ、外l伺は顕;111より 円融市iにか

けて償)51:')のナデ、体部にはタ テブ7

Jf.Jのカキ 11'を鈍 している。 体 ml下半

はTI}加熱唱ピ受けてもろくなっており A 

!始土，&而が象lμ・4している。

o 1 2M 

トトトーイ

51228住居跡 (第53図、図版16)

:lRfi!i約3.1m 、市北約2.9mのほぼ

方形のプランを!~~する。壁内は約20
第53図Sl228住居跡

cmで九味をもって立ちあがり 、illイ子

状態は良好である。 WI而はl十J側て'や

や凹んでおり 、秋~~j である。カマドは*壁の」ヒ寄りに設けら

れているが、北側のお11を伐 し、{也はピットに切られている。

袖f部は粘 kで術祭されている。 焚円付近、lぷ而の-fmには炭

化物が分布 してレる。 ば1m上のね穴は本住J.tj.跡 より 新 しい も

のである。

出土遺物 (54[.812、 図版 29)

須葱器

杯 2は1"1転へラ 切 りで併調殺はみられなし、。 内外I師n縁部

: I : 

口合口
には煤状炭化物が千lね しており 、燈ゆ]UlLに転)=JJしたと思われ

る。 j治士、焼I&.ともに良併である。

1 S 1226 3( 992) 
2 Sl228 51 232、233住居跡 (第55図 、図版17)
3 S 1229 

SI 232{l:}，'f跡はSI233住J..r跡に束壁の一部を切られてし、る。

東西約2 .1 m 、 IÝï~t約2 . 9 //1 の長方形のプランを曇する。 壁向
第54図出土遺物

は約30cmで斜めに立ちあがっている。カマドは東側のF向上ブ

ロッ夕、焼土、炭化物などからSI233住広-跡に峻 されたものと考えられる。
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別
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白日巴
第55図S1 232 233住足跡

0 1 

lI  I しムよ2n

A A' 

A 

川
J
J

第56図S1233カマド

~1t~は比較的!ポL 、。 JJ{ì 1.、仇lぷともは良好である。

51233出土遺物 加57凶 2-4、同版29)

須恵総

1 S 1232 
2-4 SI233 

第57図出土i貨物

S 1 233 f 1:1[';跡はSI235、 232 fr1，';跡~υ1) _て術

祭されていゐ。米側約1.9m 、 lÍ'l~tk')2.1 mのほほ

}j形のフランを g止すゐ ~t、 I~ju，tのju({:u、悠は良

Hである。カマトは点慌の~t寄りに仇色私 1'.で椛

築され、 1品，j~lJ ffllは特に良好である (~156凶。 内

管はlOcmfJlのjポさて:，)j、く焼けており、従11、燃焼

f司lに焼 iて、炭化物か多i止によ包められる

51232出土遺物 (抑57閥、 1、凶版29)

須恵器

台付杯 1 '11"1転ヘゥ切り後、指 )Iをぬしてな

めらかにしている。 11.61ιtはW，り付け，fliftでめる。

台付杯 2、:{とも tこ1"1転へ 1 切り後、指ナデを』をしてなめらかにしてl.~~o .~":Jt~はW. り f.J け尚n

砥石

である。 2 は比較f的内r以4t1f.bωカ‘汁『品~.い、。 3 は胎 1:、焼成ともに良好である。
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努58図S1234・SI235住居跡

∞1 

A 

A 

事59図S1234カマド

1Mにみられる住穴は性係不明である。

<(1 

〈
川

ω
1
「
-

1( 385) 

1 メ1234
2・3SI235 

。
-，--ー-

第印図出土i貨物

4の 1点のみである。 ド

、れは欠似している。1:;':11'1' 

央に任5附仰の小イL令。 っ

たJj~'m月l のものであゐ。{史

川痕は41(liにみられゐ。イ{

11'主主主色凝灰れである。

SI234、 235住居跡 (第58関、凶版17、 18)

S 1 235 (I:}，，;.跡はS1 234 (引け跡の 1:肘 て検11:し

た。 点州にたい長)j)~のフランを '止す /.)と 止1われ

る。晩、カ リトのi自作状態は不良であゐ。カリト

はS1 2061 t)，，;跡によ って淡 されていゐか、ね， 1:で

t持築主./1、ヂJt.'.d'史111してnfi強 したものであゐ。

S 1 Z34 (仁川跡は*側をS1 235 11:)，';跡、 ~t州側

なS1 233 11:)，';跡に切られているが、 点州約2.8111、

出北約4 . 3111 の lýj~ttこ長い隅)L長)ï形のツランz.'J 

する。 n~ ，f~は約30cmで九味をもちなから斜めに立

ちあかり、Al{{:~人態は良好である。 U. r(IÎはゆるい

門rnlがあり、 ・l白iに炭化物が認められゐ。カマド

は市両日 - )--imに粘 l二と え;で術祭 ~れていゐ。

天井市;には、ドl五合{史JTl し 、両拘fJffllには)L]，も~立て

て.f/， 1 :て: I， 'i l め ~11ì必 している(第59凶)。カマドの佼

rt、内;~Iは焼 1:、炭化物が多盆に認められゐ。 w

-43ー



0¥ u¥ 

U
¥hω 

OL 

C 
問 S8242 b: ο、

@ 、、
、

ふぞう
ο、

b 
4曙直 島町一111QL..uO'" 'ii 

私
~ 

h r t __ 3t 
第61図S8242・S8243掘立柱濯物跡

51 235出土遺物 (60凶 2、 3、凶版29)

須恵器

杯 2、 3ともに1"1転へラ 切りでI'i調教は施されていない。いずれもほぷよりメL味をも って立ちあ

がる。胎土、焼成ともに良好である。 2は喰ね;焼き泌がみられる。 3は内外面に火だすきがみられる。
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匂&③@  
51 234出土遺物 (第60図 1、 図版29)

A @ 須恵総

蓋 lは'Kβj(状のツマ:をイ7する。 I!II転へ ラ

切り で IJ~;調古里はみられな L 、。休部より r 1縁却

にかけてナデ艇がみられる。 ο ① 

掘立柱建物跡

tfn7次訊Ltiで 3似の煽!立十U.ll物跡を検山し

織o e G  C台

第62図S8244掘立柱建物跡
~ 

た。

58242掘立柱建物跡

(第61図、似|版 8)

¥ム-?"13
S B242ill物跡は 2H¥lX 31川の、ほぼ点 ~t

線にのゐ Ih~t鳥取である。 fJ:ll \l ，j'法は、いずれのぬ!り )jからもれの「ア

タリ 」が倹日;できず、11:維にと らえることはできないが、説IIり)jの心

心をとると梁行でほぼ6.5m(3.25+3.25)、桁行でほぼ9m (3 + 3 + 

3) である。 制り )jl:tti14附!H色1-.の下肘より訣fiり込んでし、る。 抑iり

込みI(IÎの I-.tíは fm分的に'J~なる。 þ'(白色粘上泌りの砂質 lニであり、 -・
」

のill物跡を悦策する際の整地附と考えられる。扶t:り万jfHL: ~こは、持J色

砂、 :ti;1:ブロックiliりの砂質上、 l火(1色彩i上てす;が均tf.i(してレる。 人・き

さは作 1m-1.5 mほ どの不牧刊形を込し、深さは確認IUIより60cm.f.'，lで

ほぼ--).Uしている。自主はl底的lが砂地のため円鈍状に立ちあがる。J.;.f{jl 

分の~Il り )j ~これの!Ji き取り火と思われる肘り込みがみ られる 。

出土遺物 (節63凶 7、凶版29)

赤婿色土銭

杯 7は|川!転糸切り でIlf，ill.J被はみ られなL、。版部より九I米吉も って立

ちあがる。胎 1:、焼成ともにl~Hである。

5824繍立柱建物跡 (第61凶、凶版 8)

S8243ill物跡は北側が調作j也外のため、全体を検川する ζ とはでき

なヵ、ったが、 検 :11した銅り j子より托i:1iiして、 211¥1X 3 t:\lのほぼ点~t

線にのる南北線であると考えられる。性問、J-法はS8242.ill物跡と同係
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にいずれの制りみからもれのrアタリ Jか検tII

で~ -r ll :6ì直にとらえるよとはできtr. l 、か、~り

)jの心心で、後行でほぼ5.5111(2.75+2.75)、、

と ~rn(よ紙記でほぼ7 . 5111 (2.5+2.5+2.5)と

思J，Jl'"。銑tlり}jはSB242 il!物跡が刷り込ん

て丸、るが'l( I~給 1 :出りの砂'白 J:のド肘より刷

り込まれ口、ゐo.JillU1焼 iこを合むrらJlt・m色

砂、 */， I : ~~、焼 1:純を合むM~色砂、 191似色砂

T予かレン λ状にJf~m している。人・さ与はほぼ

1.3111引の-1';'熊1'1JI予をな:すゐ。政ぷは1i'{I'必1(11よ

り70<:m- 1 111 位の円錐状であゐ。 ~I! り )jに純

のt主主取 り火と!息われる掘り込みがみられゐ。

S B243ll!物跡11S B242 ll!物跡が~り込ん

んでいゐ終j也肘と与えられゐiYlt'I色粘 1:出り

砂111:の‘さらにド肘より煽り込まれており、

S B242tll物跡よりも ，J，'l、ものであゐことが L:

府の制稿でIi{(泌 された。

出土遺物 (63図 2、 3、凶版29)

須軍医者量

て1ノ

リ2.
¥斗ノ

¥L/ 

1 S0250 
2-8 SD251 tょ三官"

第64図湾出土遺物

U4712} 
U7. 
) ぷ 3)

第65図土I広出土i.I物

杯 2 、 3 ともに1"1転へラ切りで Ili.J，'.J'ß'~はみられな L 、。 3 は低調iにかるいナテーをBをしている。 2 は

阪ffilより )t味毛どもって立ちあがる。いずれも胎 k、焼成ともに良好で、情ね焼きの痕跡がみられゐ。

58244描立柱建物跡 (初62凶、以l版 8)

B除ぷA‘A品凋品周l可，11合作+、守t丸l!外点i側で検fI出Hし丈たニ。 21:aX31:11の米州tJI!である。建物の)j似は 7・」ヒ同Jir白lに制していゐ。

十u:a.I'il:は検出 した掘り )j内より、れの rアタリ」がIi'd;，泌され、後U5.5m 2.75+2.75、将rH6m 

2+2+2 である。北米側村紡は1911僚に通るがr{-j阿部ではぷ網11は不明である。似り )jの掘り

込み1(liは小191て'あるが、6l.alfliでの人きさは北側fllで約80仰の付i円形、 lyjsI'9"11で・140-60<:01の梢i且l

形であゐ。件の「アタリ」はm作状態良好な北側ダIJで，Hðlll したが約28<:m位て'ある。深さはE在，~Zl{íi よ

り約30cmf，lである。ノド建物跡は SI 230 1 U，l;'跡を切っており SI 230 fl:}，';'跡よりは新 しく 、S1211lt

M跡 よりは山-いものである。
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出土遺物 (羽163凶 5、凶版29)

須恵総

杯 511kまfflil"l転へラケスリ をBをしているため切り離しは不明である。黒色を勺 し、胎土、焼成と

もに良好である。

5A256柱列 (UHO凶、凶版10)

13例の掘 り)jは、地111砂 (JR砂肘)面 で確認された。 lまぼ東内i)H:'jに延びるが、 米ではW-65ラ

インで11'.まってレる。 州にはさらに延び る可能性がある。 wlり)jツラノは、 70，，，，-1 mのほぼ円形

を日 し、間約20''''f'，¥の村の「ア タリ」がみられ るが、村筋は通 らなし、。 f1:1:l)は、おおよそ 2111 (立で

あるが、いくつかは.ihl近があゐ。 Jil!削工、亦制色砂で全体にポソポソしていゐ。 検111u与の抑 り)Jの

深 さは、約30cmであるが、吋初は上閉から鋸 り込まれもっと 深か ったと 巧えられる。

50250、 251溝 (郡 9凶、図版 9) 

ほぼ-*l/ÿに必ゐH叫gJの災.なる ft'lf lJ~ 2ネ;倹出された。 榔I:nのBf1雌は、州側では約9m位であるが、

-*側では12m.f!，lに!ぶがゐ。 北側の S0250滞は巾約80，m、深さ約30cmで、郷 9̂'1凶iから掘 り込まれて

L、る。したがって S8242、243似立怜ill物跡より 古いH寺朋である。 S0 251 illlは11I約80cm、泌 さ約 1

mで第 6̂'1lf1iより刷り込まれてL・る。 Ji]土は亦総色砂、資色粘1:ブロヅタヵ:出入する。 f;f15~}住居

跡 よりは....1.、11年JOJであゐ。

50250出土遺物 (泊s64凶 I、図版29)

赤偶色土銭

杯 lは1"1転糸切 りで切り縦 した後に体滞下端にl自転へラケズリ を絡 し、庇fflSより 内向 しながら立

ちあがゐ。 Jlfi1'.、焼成ともに良好である。

50251出土遺物 (抑制凶 2-8、図版29)

赤綱色土総

杯 2 - 4 は川転糸砂J りで切 り 雌 した後に休部下端にlul転へラケスリ を絡 して ~ .る。 JJfi上、焼成と

もに良好である。 6-8はlul転糸切 りで再調整はみられなL、。 8は外而11紋ffllか ら体ffilにかけて黒

色炭化物がH.tfしていゐ。

須.緑

杯 いl転ヘラ 切 リで、 l'io3司被はみられなL、。 内湾しながら立ちあがる。み似色を位 してお り、生焼け

J，Jsと思われる。
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SA247、 248錨り方内出土遺物 (第63図 1、 4、 6、図版29)

赤燭色土銭

杯 11.t. S A 247鋸り )jより 1111:した。 lは1"1転糸切 りで切り 1i'J(し、その後体却下端に向転へラケス

りを鈍している 。 内向しながら ，'f.ちあがり、 j始上、焼成ともに 1~Itf-である。

須恵総

台付杯 411 SA 247鋸り )jより 111.1:した。 1"1転へラ 切り である。 貼り (.Jけ尚台で、問緑に眠いナ デ

を施 してレゐ。 611SA 248!担!り )jよ り1111:した。 rnJ転ヘラ 切 りで、/，'，j紙にナデを施 しているが、尚

子tは欠制 してL、る。 九味をも って、ま っすぐに立ちあがり 、総41.4が政 〈、胎 1:、焼成ともに良好で

ある。

LD・E-23、24SK255土地内出土土器 (第65凶、凶l版29)

r，'j川l移を'eiす る$K255より，)J;制色 1:総杯、が111上した。 1-5は1"1転糸切り で、再調教はみられず、

船 1:、焼成ともに良仔である。 4、 5は7111告やが多量にH1eしており 、純IY!UIlに転用されたものと忠

われる。 ィ;郷!湖誠 ソ

(3) 各層位出土遺物

fキ附似川1:1:総杯は、すべて日 夕日引き で、切り厳しは|川l転糸切り、 へラ 切り である。 以後、糸

切り、 へラ 1;1)り と呼ぶ。

~'L'.!!総、 l二師総 {内的i!H色処PI' の他に、 ろか泌色ま たはJiE泌色 ・ IYJ制色を呈する上 Ir.~は、すべて

，}J';制色 1:加と似体した。これには、 二次品'!iIそを施さないものと、体.i:Uド端およびl底調lを1"1転 ・H年

ちのへラケスリを施したものがあゐ。 1"1転へラケズリ は、 Il\ t二ヘラケスリ 、手持の場合は、 T~持ち

へラケスリと ，記述する。

表土~第 4層出土土器 (抑66凶 1-12、民主l版30の 1-10) 

赤縄色土器 1 -9 は、糸切り泌を イiする七総である。 ~~形は、ほ ì':iíから 11'(線的に1m く比較的泌

がμ) ，:'~t 、 1 :総と 、やや内JX きみになちあがる七r，;i tこ大別できる。 11は、休部F端を約 6mmltJでへラ

ケス')~bを しており 、~・全体が)l味を'止する上総である。

須恵袋 :12 11、家l忠伐のt<.l顕，~~で、1;1)り雌しは糸切りである。

土師縫 :1 0は、 l人川li!.t.~ 色処.fl1\~ 1k してお・り、 ヘラミ カキは、内 I(ti と 外 l(lj ll 紘却にまでおよんでい

る。

第 5層出土土器 (第66、67凶13-55、図版30、 31の11-42、 1-8) 
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赤偶色土器:13-15は、体部下端を約 1cm巾でへラケズリ を絡し、球全体が芽L味を帯びている。

14は、手持ちへラケズリである。 16-48の土総は、底部からl白線的に立ちあがる土総と内反ぎみに

立ちあがるものと大別できる。切り 離しは、すべて糸切りである。

須恵器:50-52は糸切り、 53、臼はへラ切りである。前者は後者に比べ、口径に対する底径が大

きく術品.~ ヵ~I"'~¥w、。

土師器:55は、l勾IIiiと外IIU口縁部にへラミプfキを施した内而黒色土総である。切り離しは糸切り

である。

第 6層出土土器 (第67、68嗣56-105、図版31、32の 9-41、 1-17) 

赤縄色土器:56-68は、体却下端に約6mm-2 cmrhでへラケズリを胞している。 56、61は手持ち

へラケズリである。切り 縦 しは糸切りである。

69-72は、政(ftlから極端に1mき1"1'線的に口総綿に至る。 69-96は、糸切りである。 98、99は、赤

側色を錯する抵である。日制にはへラケズりがみられる。 61、62、印、 92は、口縁部内外に油煙と

考えられる烈色のイ、1・着物がみられる。

須恵器:100-103の切り雌しは、ヘラ切りである。100は、丸味を帯びた底ffilであるが他の 3点は

l立線的である。101、103の、仁1縁ffllにifIね焼き痕と考えられる椛状の色調の相違がみられる。104は、

集内で生じたと J思われるユガミがみられ、切り離しは糸切りである。

その他の土器:105は、 JJミ制色をよ註する焼成良好な鉢形土保である。全体をログロで絵形した後に、

内而は全両細かいへラミプfキ、外iIiiは口縁部を 2cm巾で細かレヘラミカ'キ、体部下半から底郎会面

にかけてあらい予持ちへラケズりを鈍している。向憎からは、片口の破片も出土しているので片口

鉢の可能性も考えられる。 106は、明補色を呈する。内聞は布日痕があることより、型によって成

形されたものと考えられる。外面は、鎖、斜め方)<'Jに全面にわたって葉脈状の叩き板痕跡がみられ

る。上部には、欠倒しているが紐と考えられるこヶ所の突起痕がある。2iであろうか。

第 7層出土土器 (第68、69図107-156、図 版32、33の 18-33、 1-34) 

赤縄色土器 :107-122は、体調l下端に、約 6mm-1.6cm巾のへラケズリを施している。 111、113、

119は、手持ちのへラケズりである。 116は、内外面に赤色顔料を密に塗っている。また他の土日iiaと

比較すると慾形も細かく、 R*i丘が軽L 、。切り ~t しは、すべて回転糸切りである 。

123-139の、切り離しは、糸切りである。 古~形は、 l町線的に聞く皿形(123-125) 、わずかに内

反して口縁部に至る浅レ杯、 (126-127)やや深い杯、そして台付杯に大別できる。 140、14Ht.，

へラケズリで扇滞を毅形している。 140の切り縦しは糸切りである。

須恵器:142-144の援は、 iIIi者の赤褐色土絡の益と比較し、口径、総高とも小柄である。局部は、

へラケズリを鈍している。 145-150は、へラ切りで切り縦し、l底部から休部への立ちあがりは丸味

を帯びている。 151、152の切り離しは糸切りである。前者に比較し、骨量高が向く、底部から口縁部
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にかけて、ほぼ出線的にのびる。

土師e:153-155は、内lui!.U色処J'!Rを施 している。切り離 しは、糸切りである。153は休部下端を

へラケズリ、 154は、外I(n'it耐にへラケズリを絡している。

その他の土縫 :156は、 1J1J~色を号する片口鉢である。全体は、ロクロ で般形し、その後に休部下

端右巾 2cm製れから在)Jri'JにあらいへラケズリをBをしてL、る。

第 8層出土土器 (抑69、70図157-182、図版33、34の35-38、 1-22) 

赤褐色土器t:157-169は、体部下端に、巾 6mm-2cmのへラケ ズリ を施している。切り 縦しは、糸

切りである。 総形は、下端からゆるく 内反するものと、 167-169のよ うに、ほぼ11'(線的に11縁部に

至るものとに人:}]IJできる。後必の)j~i.、口径に比べ総d.4がjにである。 170- 175の切り雌 しは糸切り

である。二次ぷ，I .~は絡さな L 、。 176は、 明制色を呈する鉢で、切り縦しは糸切り である。 内IÚÎは、指

{布)ナデにより 榊 らかである。 177は、沼ffllにへラケズリヵ:絡されている。

5頁恵まt:178は、 1ì1.~~にヘラケズリが値されている。 179、 180は、 ヘラ 切りによ って 11'(線的な底 ffl~

を呈する。 11結 fflllcmに、。Rね焼損{と思われる色調の相違がみ られゐ。 181、182は、糸切り痕を有

する。

第 9層出土土器 (第70、71凶183-206、図版34、35の23-43、 1- 3) 

赤燭色土器 :183-195は、体調:下端および底却にきEるへラケスリを砲していゐ。189は、手持ちへ

ラケスリ、 185、 188は、体調l下端から底部全面におよぶへラケスリが施されて~ .る。 IIUffll内外に

一郎仙聞がf.t.nしている。 総IYInIlに使用したものであろうか。

196-198は、比較的総rf5の{1!:~、杯である。切り厳しは、糸切りで二次品数は鈍されていな L 、。

3貰.器 :199-204の切り厳しは、へラ切りである。 203は、底部の立ちあがりがメL味な持つ。 200

は粘土で杯准 2{凶つt.df合わせ、さらに、両者間に径 6mm程の穴がれ.ituしている。 199、201、203

は、 11紙ffl¥にilln燐き瓜がみ られる。

土師著書 :205は、体~'l1\下端からほ(3\全而に至るへラケズリ、内 l飼は~~\色処里IIが施されていゐ。 切り

厳 しは、-1';IYJである。 206は外l(li顕却より F方は、縦方ri.Jのカキ 11、 内I(tiは、外出と 1.11U~で航方

向のカ キ11が施されていゐ。 fJi{ffIから 11総ffllにをる内外I(liは、目指ナテか施されている。

第10層出土土器 (郡71図207-212、図版35の 4-9) 

赤綱色土器量 :207、208は、体調l下端にはへラケズリを施している。切り緩しは、糸切りである。

207は、 u紙ffll内外に -ffllilh煙が付11している。

須.器 :209、210の切り継しは、へラ切り、二次調盤はなされてL、ない。209は、内外l溺とも赤鰯

色を昼し比鮫的もろL、。半焼成であろうか。211の切り離 しは、糸切りである。 212は、へラ切りで
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切り厳し、体総中央に犯乎がHされてレる。

最下層出土土器 (第71凶213-219、図版35の10-16)

赤褐色土器:213、 214は、体 i~il F端にへラ ケズリを絡している。切り厳しは、糸切りである。

5頁~器: 215-21 7の切り縦 しは、ヘラ 切りである。21 5は、体i~1中央よりややロ縁ffil よりに 2 つの

J也子がHされている。218の切り縦 しは、糸切りで比較的底任が大き L、。 213、218には口融ffilにiliね

焼艇がみられる。219はtE'.:Jを1iする須必総である。注口は、総形の(i形がなされた後に、1.5cm艇の

火を穿って取 り付け、その後に、その刷聞をへ ラケズリ 鍛形している。

その他の出土遺物 (節目、 72凶、図版35、36)

灰軸陶器量 (220、221) : 220は、阪総と見込郎を除き内外l偏に淡制色の馳がかけられてしゐ。休部

ド端と1底部は、へラケズリが縮されてレる。 高台は、貼りHけt13f?である。 221は、見込却を除いた

内I(IIに糊がかけられている。 民却は1"1転へラケズリが施されている。 胎土は、絵子が細かく非常に

衝で堅〈 燐き しまっている。断面は、灰白色を塁する。この他に、十数点の'1、片が出土している。

繊細陶器 (222、223) : 1忘却のみで、全形は知り l!Jないが比較的大きい[瓜状のものと、小さめの

碗状の土保である。 利1は全lfiiにかけられている。胎土は、杭子が制かく堅く焼きしまっており、 ltIi

l1Iiは、11<.{f色を長する。

硯 (224、229) :風宇鋭と門前l仰が山上 している。 224-226は風字縦である。224は、縛予に成形

され、内外全面にわたって細かL、へラケズリがBをされている。 脚は、品さが約2.2cmで91偏にUII取

りされている。225は、 全体にl字予である。 側縁者百は、業服状のタタキ阪で叩き締めた後にへラケズ

リで明性形されている。内r('Iは、わずかに傾斜 して海部となる。脚は、約9[函に面取 りされている。

226の側紙端は、向上の仁Aで叩き締められ、一部而取りされている。脚は円錘形を呈する。227-229

は11) げ'IÏ縦である。 l肉Jffilは、 ヘラ 怖さによる 11'1:線の t.t~がみられる。また227 、229は透かしと考えられ

る切り込みがある。

土鍾 (230-244) : 230e;t.あらいヘラケズリ を施している。 231は、(J.i側面が凹み、 工字状を2す

る。 235、236は球状に近い形である。 237-244は長さ約4-6cmの小型を塁し、いずれも焼成は良

好てある。

ま省繍 :245、 246は、総尚2 . 3-2 . 5cmの.tU禍と 考えられる。胎上は、松チがあらく、~く焼きしま

ってレる。内面には、 -fm鉄怖が付liしている。

i'形状土製品 (247-249) :小)1-なので念容はあきらかでないが、 地とほぼ同じ大きさと考え

れる。しかし、中央部には径約1.5師位の穴が目通しており、時とは拠なるものである。 2点には、

へラ記号 (文字か〉がみられる。
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紡錘車 (250) :亦渇色土日告の底部周囲を打ち欠き、中心却に径 1cmの穴を穿っている。

鉄製品:252、253は、釜 i'1l1が欠制してし、る。 253f主、全長が7，7cmである。

フイコ'羽ロ:254は径約8cmで中心部に約 1cmの穴がn:iW.している。

砥石 (255-260) : 255は傍術用の小孔が穿たれている。 257、258、260は、沈線状の使畑浜がみ

られる。石質はすべて緑色凝}1<.岩である。

石製品:261は、府製石斧で行賞は、将i純一企;武むn安111れである。262は、イiWJ:ーであるがーJj端に斜

めにIi1fm'婦がみられる。石賀は、泥絞おーである。 251は、氏符製の行製1いである。

瓦 (第73図、図版37の4、 5、 6、 7) 

lは第7肘出土の軒丸瓦で、、ニれまで検出したものといl抱である。 15柴細弁i遊撃文で、中房には

1+4のi道子がある。 2 は第 5 1':'1出上の軒並L瓦のJ;'，~縁の破片である。 3 は第 7 肘出土の「尚J の刻印

のある怖 rll瓦である。 4は第3府出ヒの怖子の大きな桁 r-11瓦である。 5は第9)0;111¥ 1:の長}|・瓦

で、 1枚巡りの平瓦を、作俄したものである。分;ヰIJf.iilは}yさ3mmねを伐し切り込まれており、、1':俄は

乾燥後必レは焼成後に行なわれている。

尚、{j質については、手大岡県立博物館学芸主・停のIJUI銭万太郎氏に御教'1''{r 1~~ t.:.。

墨書土器 (第74-84図、凶版38-43)

品川土総は、住}r5跡、腕り方、各肘位から出土し、判読可能なもの176点、!~IJ，読不能あるいはL誌の

っし、た土総}l-80点、総，H・256点に遥する。これらを各出土別にぷ示するとJ<¥'III-氾のようになる。

太郎分は杯顕であるが、{也に益、裂、石等にもみられる。逃冷却位は (点VJl)、!底部が紋も多く、

次に体部、また底郊の{也に体部に数文字配列される場合もある (第83図、 155)。訟の場合は、外rm局

部が紋も多く、特妹なものとして内面iに地3された例もある。

文字:の級頬は、判読可能なものを陪位ごとにみると炎Vのようになる。各1'，'1位にhえも多い文字は

q荷」、「大J、「上」で、泣的にも共通性がある。特に興味をひくのは、 「中食」が第8貯に集中するこ

とである。 r中食」、 「中」については、他に第18号住居跡内で4点出土している。

益金;!~土 ;fE全体からみた文字別数抵は、友刊になる。ここでも「厨J が最も多く、つレで「上」、

「大」の順序である。

fJif.fJの場合は、一手:の滋Sが多いが、その他に rlWjを周レた熟語に「厨酒」、 「同上」、 「口

j蔚合」、 「官Ilff舎」、 「官厨」等がみられ、機能あるいは使用場所の相違が考えられる。同様に、

使用場所を怠味すると与え られる込俗には、 「政所」、 「六郎官」、 「井」、 「酒所」、 「中食」

などがあげられる。 r中食」、 「宮間J 、 「官J は、住居跡内からまとま って出土しているので、

その住J，s跡の性絡などの考祭には重要な袋紫となるであろう。

この他の注意すべき港在には、 i協の四等官の うち第4番目を指す「主帳J、広義では天皇または皇
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族に近待し、雑役にあたる官人で

ある 「舎人」などがあげられる。

国有名前と思われる辺川として

出土地点、肘f立は見なるが「秋l日」

「雄減」があげられる。 r秋 I-UJ は

い うまで もな く 「秋川城」を，立ち1ー

す る ものであるが、 「段以」は、

「総勝城」 とJすえられ、州れーの相1[_

|渇係を示すも のとして住日される。

ちなみに、 「縦域J の主主J?土総は

第 5・7附か ら出上 しており 、 3

点 とも切り縦 しは1"1転糸切り、 l伝

部は口{をによ七べ小 さく 、{まぼI白線

的にn縁 fmに"'Eる。}治上 ・焼成は

良好で、断，[IIに白い ブツブツ が世話

人する の も共通性がある。

127は、須忠 tr.~益の内聞に「楠J=

まっかぜそう 科、みかん傾の総称。

「像J=ぶな料の結集品木。「偵J =

いぬまき科の1常緑向木。のb!占inが

あり、 L、ずれも樹木名を立味する。

96は、dJミ縞色土(fc~の小紋片に「秀」

の字が、太字と 細工炉を tf~ねて子守 ..ll

されている。

特殊な地.'Hこは、10、21がある。

10は r，:ttJ と判読できるが、 ffi~ 首

「宮」の 「仁JJ の部分のみ朱必でめ

る。r ，;f~J は、「忌み名」 であり、そ

の意味を合む朱占であろうか。21

は rllIt、」と芋IJ，読で きる。字l桶とは

直接関係はないが、やはり朱JEが

みられる。

体は大部分が「行in体」、 「車

}A-V 思 3別各府位出土五t
4 516 7 81 9 10 1 1 計

腕 61 3 3 5 1 4 22 

人- 3 2 7 

上 5 9 

〔位 〕

机 〔所〕
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水 〔取 〕

六郎 ff
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)t 2 2 

〔継 〕
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清

中
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人
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表-¥H陸自$1]/闘数

4陸 例 数

関 28 

上 9 

大 8 

中 食 6 

官 5 

中 4 

駄 倒 4 

首邑 妓 3 

jド 3 

)!If 酒 3 

太 2 

F 2 

政 2 

倒 2 

81 

ぷ -¥11 J.l~ ，'1部俊

調l 位 倒霊t
底 fffI 127 

体 訴i 35 

ほ休部 2 

凝外 i爾 8 

J室内 I而

a 鎗l

5題外 商

:ri 
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ぷ VI

番 ~ 日iJ 位 調 整 妓 法 切り離し 色調 1J¥¥lJ;ls位 出土防位 /~体 UB ~ 
1 (954) ，)f;制色I::;!l品 糸切リ 明溺色 底調l 4 凶 @ IlU 
2 (937) みミ紛色上(r，{ 11 h 1/ 4 1f1 @ 机 口 〔所〕 ヵ

3 (叩4)赤補色土2苦 11 1， 1， 4 防 @ 関

4 (863) 赤悩色土総 ィ= 明 h 体 調i 4 層 @ {丸抱〕丸は瓦の災体字

5 (845) 亦紛色土6...f 11 11 1/ 4 居 @ 大 口

6 (867) 赤鰯色土~"'i 糸切り h 底調l 4 Kヲ @ n 
7 (802) 赤鰯色土日告 11 h " 4 府 @ 上

8 (923) 赤補色土~ 司三 明 h 体 調i 4 同 @ 大

9 (861) 赤鰯色土総 11 ぬ 11 5 府 @ 仁

10 (865) 赤字品色土探 糸 切 り 告 底部 5 Hヲ @ 〔詩吟]言の「口Jが朱

11 (952) 赤鰯色土2昔 不 明茶縞色 体部 5 陪 @ 水 〔取均〕

12 (826) 土 師 l *底ffll手持へラケズリ 1， む 底郎 5 肘 @ 六郎 口 〔官 ヵ〕

13 (874) 赤鰯色土日苦 糸 切 り 11 11 5 府 @ 〔釘iヵ〕

14 (860) 土師総 内 I雨渋色処樫 不 明 む 体調i 4 陪 @ 〔合ヵ〕又は〔給ヵ〕

15 (卯6)赤鰯色土2詩 糸 切 り 明備色 底ffiI 5 層 @ m 
16 (911) 赤鰯色土日~ 11 む dシ 5 陪 @ 〔閥均〕

17 (9∞) 赤鰯色土 6t5 1/ 白 11 5 府 @ l!iJ 

18 (917) 赤補色土w.~ 11 h 。 5 隠 @ 関

19 (897) 土師日告 1/ 赤鰯色 11 5 陪 @ !珂

20 (910) 赤鰯色土:m・ 11 1/ 11 5 R守 @ (JlIiヵ〕

21 (936) 土 師 l* 体部下縞回転ヘラケズリ 11 明縞色 体部 5 府 @ 下人給

22 (815) 赤鰯色土総 11 11 11 5 E雪 @ (l~，，) 

23 (859) 赤褐色土総 ヘラ切り 灰青色 底部 5 府 @ 〔出合〕

24 (948) 須 恵 2告 糸 切 り 11 11 5 陪 @ 口 〔品め〕 口 〔恥) I 

25 (919) 須 Jy. ~ 1， 11 体 ffll 6 鴎 @ 大

26 (876) 土師 r.~ 内部黒色処理 ィ"11 明 赤鰯色 11 6.7憎 @ 太

27 (857) 土師総 11 糸 り 11 11 6 陪 @ 太

28 (933) 土師総 11 11 11 1/ 6 府 @ 井

29 (934) 土師~ 11 11 11 1， 6 層 @ 弁

30 (892) 須 ，lJj ~~ ヘラ切り 灰補色 底調i6向。層ベルト @ 〔厨拘〕

31 (908) 須恵6.-5 11 灰青色 1/ 6 府 @ 厨

32 (915) 赤潟色土2苦 ィ= 明 赤 補色 体 部 6 府 @ 〔厨ヵ〕

33 (914) 須窓際 ヘ ラ切り 灰青色 lま滞 6 間 @ 〔府ヵ〕

34 (870) 赤尚色土:m・ 糸切り 赤褐色 体 部 6 府 @ 口口口(有)憧則-2主宰h~l.功、

35 (810) 須 !g ~告 ヘ ラ切り 灰白色 底部 6府-9層 @ 〔継 。〕

36 (887) 赤鰯色上~--i 糸切り 明褐色 11 6 府 @ 口 〔厨ヵ〕口 〔酒ヵ〕

37 (872) 須忠昔5・ へラ切り 赤補色 1， 6 附 @ 望

38 (875) 須恵~・ 糸切り 灰青色 11 6 層 @ 主

39 (836) 須 恵 l * ヘラ切り 。 11 6陪-9府 @ 〔左"')

40 (953) 須忠器 糸切り 1， 11 6 陪 @ 口 〔御ヵ〕口 〔料ヵ〕

41 (798) 須恵~ 1， 赤鰯色 11 6 府 @ 下

42 (844) 須恵 2告 ヘラ 切り 灰総色 11 6 層 @ 判読不能

43 (832) 土師総 内両県色処理 糸 切 り 赤鰯色 1， 6 回 @ ロ 〔毛"')十

44 (841) 須 r[f. 器 ヘ ラ切り 灰w色 11 6府-9周 @ 国 z 函
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表庇

番 42 ~-.} 極 調 盤 妓 法 切り離し 色調 月島~l fllI位 出土防位 位体 前日 考

45 (820) 赤持母色七~--i・ ~之 明赤鰯色 体部 6 肘 @ 口 〔乗ヵ楽ヵ〕

46 (801) 須恵 a-i益 11 灰w色 外面 6 制 @ 上

47 (854) 須怠 æ~ ヘラ切り 11 底調l 7 府 @ 成=広

48 (剖7)赤鰯色土2'~ 糸切り ーか補色 11 7 陪 @ m糸へけ 紛

49 (782) 須恵 2苦 ヘラ切り 灰白色 11 7 防 @ 中

50 (941) 須恵総 11 灰青色 " 7 陪 @ 眠、

51 (823) 須 恵 2苦 11 11 " 7 府 口 判読不能

52 (950) 須恵~・ 糸切り 灰白色 11 7 庖 @ 縫減維はt監の~体字

53 (863) 赤鰯色土総 11 るが溺色 依底部 7 隠 @ 口 ({白ヵ〕口開

54 (943) 須恵g:~ 。 灰青色 底部 7 層 @ 役 口

55 (837) 須恵~~ 11 11 11 7 陪 @ 

56 (862) 赤鰯色土g:~ 11 ぷ溺色 11 7 陪 @ 〔所ヵ〕

57 (800) 須恵il'~ ヘラ切り 11 11 7 間 @ 上

58 (886) 赤鰯色上ttf 糸切り 11 11 7 層 @ 口〔酒"')口

59 (824) 土師l!:"~ 体総下~例転ヘラケズリ 11 1/ 11 7 m 口口 判読不能

ω (831) 11 11 4シ 11 11 7 陪 @ 口 〔五ヵ〕 口

61 (939) 須恵?'i5~室 外I踊扇ffll例転ヘラケズリ 不 明灰青色 外面 7 層 @ 〔御免〕

62 (902) 赤縞色土il'd 糸切り 赤褐色 底部 7 庖 @ 関

63 (883) 土師~苦 体絡下縫底鋤!I転ヘラケズリ 不 明 。 11 7 陪 口口 o恥〕

臼 (916)赤m色土~{ 糸切り 11 1/ 7 府 @ 腕

65 (913) 11 11 1/ 11 7 陪 @ 厨

66 (8倒) 。 11 11 " 7 鼠 @ 口口〔痢η)(所均〕

67 (921) 須恵~~ ヘラ切り 11 1/ 7 層 @ 大

68 (920) 赤鰯色士宮it 糸切り 11 11 7 陪 @ 大

69 (927) 土師6ij・ 内面黒色処理 11 11 底泊l 7 層 @ 大

70 (893) 11 体調l下縫回転ヘラケズリ 11 11 11 8 庖 @ 〔回ヵ〕

71 (819) 赤鰯色土総 不 明灰白色 体部 8 陪 @ 口口 〔長ヵ〕

72 (817) 須 恵 (rr{ ヘラ切り 灰t2色 底部l 8 陪 @ 〔磁ヵ〕

73 (812) JJ~褐色上総 糸 切 り 赤潟色 11 8.9層ベルl ロ 半IJ読不能

74 (806) 上師総 体部下縞回転ヘラケズリ 11 11 11 8 陪 @ 下

75 (799) 赤尚色土~苦 11 明綿色 11 8.9層ベルト @ 上

76 (808) dシ 11 赤鰯色 体 fffl 8 隠 口 半IJ読不能

77 (931) 11 不 明 11 11 8 問 @ 秀を太字、細字で重書き

78 (946) 土師総 内面黒色処理 糸切り 11 底郎 8.9-"1ベルト @ 〔奈〕

79 (848) 須 恵 2詩 11 灰白色 11 8 陪 @ 見

80 (7倒)上 師~~ 休日目下縞回転ヘラケズリ 11 赤鰯色 " 8 層 @ 中食

81 (783) 赤鰯色土æ~ 11 明総色 11 8 M @ 中食

82 (794) 。 11 亦制虫色 11 8.9!掴ベル》内 @ 中食

83 (791) It 11 11 11 8.9曹ベルb内 @ 中食肉副司胡1附草島。

84 (909) 須;oJ! ?苦 へラ切り 11 11 8.9陪 @ 関

85 (8邸)赤綿色上総 " 明縞色 11 8 陪 @ 関

86 (881) 11 糸切り " 11 8 層 @ 政府

87 (891) 七師 2告 体線下縞匝l転ヘラケズリ " 11 11 8 層 @ 厨上

88 (905) 赤鰯色土器 11 赤潟色 。 8 府 @ 騎
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炎 X

番号 i* 組 調 整 f支 法 切り 厳 し 色調 <1!i韓日目伎 出土層位 苫体 日R 景，降

89 (889) 須恵6a~ へフ切り 灰w色 底 ffll 8 陪 @ 関

90 (912) 赤側色土~t 不; 明亦褐色 体部 8.9陪 @ l!il 

91 (922) 11 糸 切 り 灰白色 底部 8 陪 ⑮ 大

92 (896) 土郎総 体fflI下縞回転ヘラケズリ 。 赤褐色 11 9 陪 @ l珂

93 (9剖)須 恵 2号 It 灰潟色 体 dll 8.9 11'1 @ 大

94 (895) 11 ヘラ切り 灰rr色 底iff¥ 9 府 @ )ij 

95 (615) 土師 2苦 体目前l下縮問転ヘラケズリ 糸 切 り 赤潟色 々 9 府 @ 厨

96 (918) 須 恵 2昔 ヘラ切り 灰補色 d少 9 lf1 @ 厨

97 (804) 赤、褐色土 l>.昔 糸 切 り 11 11 9 陪 @ 上

98 (929) 土 師 総 内 耐熱色処島! It 赤褐色 11 9 陪 @ 上

99 (797) 須恵総 ヘラ切り 灰背色 。 9 間 @ 〔上ヵ〕

l∞(803) 赤褐色士 総 糸 切 り 赤禍色 。 9 間 @ 上

101 (796) 石 9 府 @ 上 (イi!li:質の俊}

l舵(850)須窓際 有三 明灰背色 体部 9 府 @ -g 
lω(851) 。 へラ切り 灰白色 底部 9 問 @ 宮'

l似(833)赤補色土ir;i 糸切り 赤褐色 休部 9 間 @ 十万

l筋(834)須 恵 2苦 11 灰白色 l底部 9 回 @ 舎人

l飴(935)土師i*体細l下線|回転ヘラケズリ 11 11 It 9 間 @ 政

107 (838) 須恋 .~ ヘラ切り 灰背色 It 9 回 @ イi口

H~ (879) 11 11 11 。 9 陪 @ 允拘

lω(869) H 糸切り 灰白色 。 9 陪 @ 成

110 (944) 11 ヘラ切り 灰背色 作 9 陪 @ 〔権ヵ〕

111 (957) 11 11 11 h 9 府 @ 刀

112(l-鵬)須;0[1，器援 11 11 外面 9 舵j @ 主太田

113 (840) 須恐 ~苦 1/ 11 底都 9 応 @ 口 腕舎

114 (816) 須忠 ~t 11 1/ 1/ 9 府 〔衆ヵ〕

115 (842) 須 Jl(~告益 イ4 ゆ1 11 外面 9層内ピヲト内 @ 大手

116 (828) 須恵 lr.~ ヘラ切り 赤縞色 底部 10 防 @ 口半IJ読不能〔欽今〕

117 (877) 11 1/ 灰rr色 11 10 庖 允

118 (822) 須;oOUl>.;L{を イ4 明 11 内而 10 }i;1 平仮名状の~;!}

119 (956) 須恵~{ へラ切り 11 底部 10 Ji.'1 @ 〔之ヵJ(允ヵ〕

120 (805) // // 灰白色 体部i10 層 @ 上 口

121 (846) 須忠総益 外商沼郷|必転ヘラケズリ イ4 明 赤も局色 外耐 11 層 @ 一一
122 (928) 須1y.. ~{ 体調l下線IIlI転ヘラケズリ ヘラ切り !天縞色 底部 砂崩直上 @ 人

123 (938) 11 11 11 1/ )J宮fHi耐 @ 人長

124 (864) 11 11 灰苛色 ゐ 地山砂 @ 〔廃合〕

lお(894) 11 糸切り 11 h 指~ )1 @ m:f 
lお(844) 11 ヘラ切り 11 11 据り方内 @ 国

127 (949) 1/ 1/ 赤褐色 It 1/ @ 〔之ヵ〕与 η

128 (871) 須恵lr.t議 ィー 明 灰11色 外面 理品19刷 @ 備検 口 (t~h) 口口

129 (839) 赤鰯色土2詩 糸 切 り 灰補色 底部 帆忠告fg.); @ 金

130 (898) 上倒 2:~ 体部下端回転ヘラケズリ 11 11 。 穐ち必梧A色砂 @ liif 

日1(925) 須恵2:~ 11 灰背色 体部 t事ち込み内 @ 大

132 (789) 須恵 2骨建 11 沼部 務内耳E土 @ 官
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表 氾

番 J，t ~{ Ni 調 整 妓 法 切り 離 し 色調 !Il~層部位 出土問位 3体 h指 考

133 (873) 赤鰯色土61i 糸切り 赤褐色 底部 動必在占踊 口 判読不能

134 (788) 土師総 体調l下線回転ヘラケズリ 11 11 1/ 3 府 @ 食

135 (795) 須恵?，'rf ヘラ切り 11 It 焼土内 @ 秩悶

136 (853) 11 11 灰背色 体 部 潟色砂 @ 悶

137 (811) 赤縞色土総 糸切り 赤褐色 底部 表 採 @ 秋悶

138 (899) 須 恵 2号 11 灰背色 It 補色砂 @ 〔厨ヵ〕

139 (903) 赤鰯色土2号 11 赤褐色 1/ 表 係 @ 〔厨ヵ〕

140 (901) 亦補色土ir.~ 11 11 11 北壁ベル'内 @ (1!Ifヵ〕

14l (825) 11 11 11 11 表 係 @ 口 牢1)読不能 〔員IJ>>) 

142(792) 土 師 日告 体ffiI下綿回転ヘラケズリ h 明褐色 11 ベルト内 @ 中食

143 (932) 須恵日告議 外面肩節目転ヘラケズリ 有三 明 灰白色 外国 表 係 @ 長岡(;t:)

144 (855) 11 " 糸 切 り It 鉛 表係 @ 五万

145 (882) 土師日号 体却下縞回転ヘラケズリ 11 明褐色 底部 東壁 @ 政 口 〔閥均〕

146 (955) 須恵~詰 へラ切り 灰褐色 11 表 採 @ 政

147 (866) It 体絡f;s;3s回転へラケズリ 。 灰白色 11 III泌色砂踊 〔佐ヵ〕

148 (945) 赤鰯色土総 糸 切 り 赤褐色 体 制l北Rベル ト内 @ 口口 〔所ヵ〕

149 (959) 11 イミ 明 11 11 It @ 日中

150 (930) 11 It 11 It 灰白色土 @ }f 

151 (830) 須恵 r.~ ヘラ切り 灰褐色 It III補色砂層 ⑮ 正

152 (947) 11 糸 切 り 灰白色 底部 ベルト内 @ 経口i嫁..)篠11繊の異体字

153 (940) 1/ へラ切り 灰背色 11 9綱高樹ち込み @ 〔信ヵ〕

154 (878) 11 " 
11 " 9刷線曲ち込み 口 判読不能

lお(958) 11 体部下鎗悶転ヘヲケズり It 灰褐色 底縁体部 LD ベEルE'，内<- @ 馳 口口口龍二文字の・l臨品。

1)1 (829) 赤総色土~・ 糸 切 り 明褐色 底部 lりI!均上 @ 長

157 (890) 須 1M. *~・ ヘラ切り 灰白色 1/ 4号住床lIii @ 厨上

158 (809) 赤補色土6;i・ 糸 切 り 明褐色 体 部 tl雀拒骨喧-~盟公ニ 木

159 (813) 。 不 明 11 。2 鋭りf化E物μ，刷 口口 判読不能

lω(942) 1/ It 1/ 11 5 号t~煙土 @ 主帳

161 (856) 11 糸 切 り 11 11 ヵs，s，佳v付近 @ 方日

162 (821) 土自画{鼻柿色土語) 不 明 11 11 5号住鋸埋土 @ 口 判読不能

l臼(926)土師r.~ 内面黒色 処 理 糸 切 り 11 11 9号車褐色砂 @ 日 大
l臼(849)須恵器 へラ切り 灰青色 底部 9 り!~埋土 @ r鼠ι. 

165 (907) 11 It 灰白色 11 9号床面 @ 府

l飴(843)須恵 2苦 It 灰背色 1/ 11号埋土 @ 官厨舎

167 (793) 須m.務室主 外面局部回転ヘラケズリ 不 明 々 外面 IH}!l床面 @ 秋田

168 (951) 土師 '&~・ l底部回転へラケズリ It 赤褐色 底部 14号下床面 @ 〔金ヵ〕

lω(885) 須恵 2苦 ヘラ切り 灰背色 11 14~fE埋土 @ 宮

170 (880) It 11 It 11 14号床面 @ 官 m
17l (785) 赤潟色土2号 糸 切 り 明褐色 11 18句!~床耐 @ 中食

172 (790) 11 It 赤潟色 11 181}!主床耐 @ 中

173 (787) 上師~~ 体官官下総回転ヘラケズリ 1/ 明褐色 1/ 18り1.1，版画 @ 中

174 (786) 赤褐色土t.-'i 11 赤縞色 11 18り住床面 @ 中

175 (858) 。 r¥'J11:糸切り 11 11 281}!1版画 @ 鍛

176 (835) 須恵官官 ヘラ切り 灰白色 11 29号伎床{面 @ 寸

lη(827) 須恵昔5・ 内 It 11 29号伎埋土 @ 官 口
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体」 であるが、一郎「階俗体」、「破体Jがある。

.2紗事でみる限りにおいては、上階から下層まで過して特別な変遷は認められなし、。

選.，1.判誌にあたっては、多れ城跡調査研究所妓師 王子川南氏、必体については川家、小後天領氏

に御教示を得t.:..。 (/J、鈴正夫)

N 第 18 次調査

trU8次訓，1~ 1l.、ニれまでえII物跡の配位、.i~物等ーから四天王4:跡 と ~えられている、鵜/木地区を

対象とした。

11)11011、訓1IJ.t広叩1，t!.i;No.3より飢'Ih1:liH始、表土剃ぎ宏始める。しかし、 U月18Uなも って調査'J'i

が打ち切りと伝 ったため、約 18命n2 (約55坪)の表土紛lぎを行なった段階で作業中止とな った。し

たがって、 t(H8次調住は、米年度も同次激で調査継続という形で実施することとし、 l府和50年度の

調ff.は終 fした。 (小怯 IE 夫)

V 考察

1)秋図減外事B織について

昭和481，~ 、 4911"')広慨織において、 第10次、第13次、第14次郎Hf.の結決、秋川減外邦線は築地でも

っ て 十時成され、 *I'G 、 lýj~ヒ、約550mで、高m水丘陵という IJ然地形による制約をうけ、不経多角形

である ζ と 、 又、築地JVlJ.jHがま刷線七の，:・~ *りを利用し、情状.i~H~ と 11:II X 21:11の編!立十UJ!物がtl時

策されていることを述べた (注 1)。しかし、これら外郭線治情の別的:になった地lベはそのl有辺一

部と 附辺、W:.ìllであり、 ~t辺 と 1有辺の大部分については、依然、不明な点が多く、特に」ヒ辺に関し

てはi吋符訓伐の上は断rflj1温から溢函神社北の土塁に築地獄土と考えられる士附がみとめられていた

他は般iJllJの械な脱っしていなかった。

今年度の第16次調査ではその北辺の土皇室の一部について調食を行なレ、ほぼ点阿に伸びる集地績

上を倹11: した。 IIiJ述の混同神社~tの土塁断面図にみられる築地抗上の痕跡とJtえ~わせ、 ~t辺も築

地によ って悦成されていたと与えて渓りなL、。第17次調査では刷辺の築地を明らかにする日的であ

ったが、検出せず、!疋にl匂の地広に求められるものと考えられる。いずれにしても、秋山以外郭線

は東西市北の辺が築地によ って偶成された不整多角形である ζ とは明らかである。
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これら築地の術祭法について、 t(U4次、第16次調査によって部分的ではあるが観祭された事柄が

ある 。 すなわち、築地情策面に多量の炭化物贈がみとめられ、一裕の維ノ~~の焼き払い作業が行な

われたと考えられること、~に0014次調査にかぎってであるが、築地)/5底部lに浅い祖母宅ピ平行に煽り

込んでおり、これはô'l 七の際の 11 安と~えられること、叉、 続手の違いがみとめられ、 制土を版策

する際に、ある一定の距艇を長さ3m前後のアテ板を使用し除4 に綴みあげていると 考えられるこ

となどである。等性については現在までの調査では等間隔、必いは駁土をはさんで~体な位世に検

出した例はな く、ほとんどが不線fllJな配列であり、その存在の積極的な線惚にかける。

築地IVl峨!の時期~ttß10次、郷14次調盆の築地崩峻土出土の遺物から、その上限は 9 位紀後半と考

えられる {泣 2)。

築地lliJ興後、 その刷機ヒの尚まりを利用し滞状遺憾及び、 1IH]X 21HJの倒立料法物が外郭線を構

成するl時則があることはすでに述べた。 ζ れらの逃備は、南辺、西辺、東辿においてはほぼ築地線

に沿って検出され、このH初切の外邦線の位置もほぼ築地JtJJの外邦線の低限に一致する と与えられて

いた (柱3)。しかし、今年度の郷16次調査地、外郭北辺において、築地と明らかに災なる方向に

伸 びる潟状逃仰とそれを機泊 りにまたぐ 1間X2聞の鋸立住建物跡を倹出 した。このことから、外

郭線の位置も、その偶成物の縫移とともに変化があることが判明した。ただ、この~、化が全体的な

ものか、滞分的なものか、今後の調査で明らかにしてゆきたL、
これら鋸立f主主I!物跡と締状遺憾の性絡については不明な点が多く、策I也邸主及び築地崩峻土の高

まりを利用していることが判明していただけであるが、 第16次調査の結果、以下のことが明らかに

なった。 001に、掘立本主主主物を主主てた後に棟通りに滞状遺備を掘り込むとL、う工E誌の前後関係があ

ること、 002に、築地JOI峻土から厳れた地駿では新たな土磁りを行ない倒立終止E物 と締状.il'H湾省c憎

築 していることである。これは滞状遺俄煙土に水位の地積物のみとめられないこととJtえ合わせρ

土盤、 ク包身11 り 的なB盤投と J雪えるのが妥当と J思われる。又、これまで、 ti'nO次、第14 ~、 tß16次調査、

3 ヶ所で検出 した樹立村 ill物跡(1 1制X2 間) はし、ずれも同規艇であり、 fl4状逃仰を~.iillりにまた

ぎ、建物の方向は-)gしていなL、。立地している場所も、見はらしのきく傾斜面の段阿部、必いは

溝状遺備の凪胸部である。この ような外郭線にとりつく 建物が-*北地方で検出 している遺跡として

外郭線の性僚は火、なるが、岩手県矢巾町徳丹減跡 {註4)、宮滅県多1'iJl武r行多1'i以跡 <'1'15)、山

形9，~酒田市城倫柵跡 (柱 6 ) がある。いずれも冷跡と考えられており、 これらの，m例から も紋回以

外郭線にとりつく 3棟の樹立住悠物も同種のものと考えられる。これら 3機の倒立住総物及び穂状

遺織は、鋸立性銅り万.1m上、 滞状遺憾埋土より再調態のない赤鰯色土:rd・ (注 7)が出上しており、

11 佐紀以降の.~3お と 考えている。 (日野 久}

註 1 r歓閲厳跡発姻捌11続報」 秩田市教育養員会 昭和48、49年

註 2 1に閉じ

註 3 1に同じ
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3主4 仮橋飯 ・佐々木陣康 r陸奥圃徳丹滅」 岩手県文化財報告郷20~終 昭 和47年

注 5 r多幻滅跡捌査研究所年報」 宮域県教育委員会 多賀滅跡調資研究所 昭和47王手

法 6 上間三 平「減給燭祉J 史蹟精査報告第3 昭和13年

注 7 ~綴 ( 3 )怠照

2)住居跡について

第17<*先制調1fでは、*丙40m、南北16mの範囲に密集した状態で42機の竪穴住底跡を検出した。

調査j也は"ItJ..'1にわたって砂府であり 、また住居跡どうしの上、下、 ヨI復関係が緩めて復維であり

ゅHffi:に附{立的にとらえきることは不可能であったが、ある程度新IIJ関係を他出する ことができた。

42tJ1!の住川跡で、フラ ン、カマド等の明確なものについて概観すると、フランは)'j形を52するも

のが15機、長)JJ~~ '1'<するものが 12棟みられる。長方形をE註するものには、長制定 lýj~ヒにもつもの、

京凶にもつものが必められる 。 カマドの位位、 構造につレてみると、カマド・~*ß'!に設けたもの 11

棟、 1旬間 6 1J1!、」ヒ明 2 棟、同~4 棟の数でみられる。それぞれの機造は、大ffll分が政色、 演紛色粘

土で偶然・されている。 中には、天井部、 袖部に補強材として平瓦、メL瓦を使用しているものもみら

れる。科:穴については、 いずれの住JS跡にも認められなかった。

次に、上犯した{主糾跡は、上、下、重復関係にあり、住脳跡の方向、続袋、カマドの位置等から

みる とある製l交の単位で線則性がみられ、少なくとも 6つの鮮としてとらえることが可能のようで

ある。以下述べてみたい。

1務 (S 1201、202、203住JS跡}

第17次調1f.では段も上府で倹出した。プランについては規則性はみられなL、 出土土2告はすべて

赤補色土紛糾tで S1201より出上した 1点を除きすべて再調艶のないものである。

21草(S1204、205、211住居跡)

施認 したレベルはほぼ同位である。南北に長レ長方形を盈し、長軸はほぼ1匂北線にのる。カマド

の位凶はl有噌の.*寄り で、粘土で術祭されたものである。ifI銀関係はみられない。

31草(S1210、212、217、219、228、230、233住居跡)

粘上で術者従したカマドを.!u控に設ける。 プランは、平均2.64mX2.94mのほぼ方形を呈する小さ

めの住J，l}跡である。これらの住J，J;'跡どうしの重復関係はみられなL、。

41草 (SI 218、221、224、235住附跡)

東西に長軸をもっ{主附跡である。カマドの位置は異なるが、ほぼ10Jレベルで倹出した。またこれ

らの住J，Ji跡どうしのilH使関係はない。

51草(S 1 225、232、234住民ー跡)

南北に長軸をもっ住居跡である。 3群と同様確認したレベルはほぼ同位である。これらの住居跡

どうしの鼠復関係はみられない。
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61草 (S1209、220住居跡)

火災{巨人目跡である。調査地の北側に位置し、東西に約18mの距般をおレている。いずれも焼けて

以化した材を根県していない。

以 I:..iiliベてきたように第17次調j代では、全体としてみるとかなり阪線な厄復関係を示しているが

lつの仰としてみてみるとほとんど屯俊凶係はみられなL、。また住J，1{跡の方向、カマドの位i位につ

いてもl'iJ鮮のLt:J，lI跡はほぼl<iJじ特色をもっていることがわかる。これらをその重復関係より新旧関

係を批策してみると、段上嗣で倹出した l鮮が最も新しく、v-:に2鮮が、さらにカマドを-*盟にも

つ 3鮮が、耐北に長軸をむつ5併を切っており、 また5鮮が-*両方向に長軸をもっ4C宇を切ってし、

ると L づ l湖係が認められる。すなわち新しい順序に、 1 ~→ 2"→ 3 1:下→ 5 併→ 4C手という変遷が

みられゐょうである。 6Cl¥については不明である。

年代に|刻しては、r.!fJ6穫に限定することはできないが、SI 205 (l:J，';'跡より灰馳陶泌が出土している

ことからみて、新しレ方では101佐紀以降にl後るものと考えられる。他の住居跡では杯にi刻してみる

と、 JJ~尚色上~--iではlま fflll川縁、体iiil下端にlθ転ヘラケズリを施したもの.と、須息苦告では、 1"]転ヘラ

切りで底却より Jt味をむ って立ちあがり、ま った く再調教のないものが共伴している。さらに ド府

では]11]転へラ切りで丸味をもって立ちあがる再調整のない須息詰it-が主体を占める。これらのことか

ら、内い}jでは9世紀中半頃が与えられる。

ところで，m.(:Eま で、外郭築地線のl付似IJの地域で、第10次郎:11!iで路線、第13次調査で 2棟、そして

今1"]の郊17次以!:1そでは42鯨の駿火山川跡を検出した。いずれの地域も砂地で、地山は河電秒前である

ことは久，.itfJしている。また{l:J，'i跡の悦造にもそれほどの速いは必められなL、。しかし出土逃物のl凶

で比鮫してみると明確な相違点がみられる。第10次調査は、外郭集地線の東内側地織である。検出

した(EJ，1{跡より土師法、 ~i恋紛の他に、鉄製，'，，'， (鉄銀、刀子、鉄斧、 )、砥石が非常に多く出上し

た。これに対して第17次調子tでは鉄製JEt-a、低石も出土しているがほんの数点である。しかし k総で

は00 10次ぷ:lliではほとんどみられなかった、 l底部周縁、体部下端に1"1転へラケズりを~した赤字泌色

1: ¥r.{杯が多1tに出土し、ま た rJlf.fJ、「行」、「紋問」等の柄拘上総が200点以上も出土している。以上

のように外事lS築地線の内側におし、て上記したような違いが認められる。先に築地線の内側 と外側の

住川跡に機能的役割に相違がみられる 、ニとを述べた (設 1)。 今1"111築地線の内側どうしの比較で

あり liIJ.iiliした機能的役割を少し火、にすると思われるが、築地線の内側の地厳においてもJo!i住する人

IHIの機能的役割が各ブロック・ICに1!)]6直に災.なっていたと忠われる。

h立後に住J，ti跡の階造について、 0017次調査でわかった範聞で若干述べてみたい。第17次訴:11'tで倹

111したIElli跡はし、ずれも砂質雨、 j也山飛砂附を掘り込んで悦策されている。このことは錦10次、 13

次以:l ~t でもIìiH策である。そしてこれらの住川跡に共通していえることは料穴がほとんど認められず

またばIUI、岱にfUJらのB仮設も絡してい必いことであった。これまでの湖fiでも住居跡を完擬すると

1 nもたてば盤がくずれて無くなってしまうとしづ現象がしばしばみられた。このような点からみ
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ても何の施設も施さないことは考えられなかった。童書い今回の第17次調査では火災住居跡を 2棟検

出し、特に S1220伎居跡で、西鐙に炭化 した板材が張りついて、直立した状態で一部検出された

(図版24)。このような例は現在 l練だけで、そのすべてを論述することはできなレが、砂地に直接鋸り

込んだ住居跡の墜には板材を}渇して砂止めを施したことが考えられる。 (石郷岡 誠 → 
芯 1 r秋川城跡発縮調ft概鍬」 秋山市教育委H会 Il{i府148{p

3)出土土器について

17次潤査におレて、深さ2.50m煽り下け1ニ結果多量の遺物が出土した。そして、それら出土層位

を単純に色別する と、表土から殿下層まで12貯に分類できた。ここでは、住居跡出土土器を除レた

土総について考察を加えてみたい。

使1i:上、骨骨衝は杯頬にのみl吸った。また、固有名詞につレても須恵器、内泉土師総以外の土絡は、

これまで言われている須恵系土器ーとの混同をさけるため、すべて赤褐色土骨量 (註)とし、それを二

次調盤を施さないものを赤禍色土保 A、体部下端およびl底部回転、手持ちへラケズりを施したもの

を赤褐色土日告Bとした。この両者は、切り離しを回転糸切り、色調は酸化炎焼成のため赤褐色、明

潟色を塁する点でもほぼ一致する。

土誌の形態、製作技法を級略すると、次の如くである。

須忠告加工、いわゆる灰背色あるいは灰白色を塁するもので、あきらかに受窯によって越元炎焼成

がなされている。切り離しは、大部分が回転へラ切りによるものであるが、他にわす.かに回転糸切

りも含まれる。ごく少量であるが、下層では両者に底部回転へラケズリが施されたものがある。回

転へラ切りの須忠告告は、口径に比べl鼠径が大で総高は低く、骨量肉もl事手である。回転糸切りの場合

は、口径に比べ底径が小さく、底部端から口縁部までほぼ直線的に立ちあがり器肉は務レ。

赤褐色土器Aとした土日告は、ロクロ成形後の二次調整はOeIさなL、。昔奇形は、大部分がし、わゆる杯

と呼ばれているものであるが、中には然高、口径に比べ底径が極端に小さい燈明皿状を塁する土総

もみられる。

赤縞色土骨量Bは、休部下端または底部にかけて回転へラケズリが施され、内面はロクロ整形の際

の指による凹凸がきわめて少なし、。器ー形は、総高、口径とも比較的小さく、わずかに内反ぎみに立

ちあがるのが特徴である。したがって、体部下端の回転へラケズリ も伴なって全体に丸味をおびた

柔らかな感じのする土器である。他に数例であるが、底部からロ縁部まで直線的に立ちあがる土器

もみられる。

内黒土師総は、内而あるいは外而口縁部にいたる梨11かいへラミガキを施し、黒色処理したものである。

台付杯と杯がみられるが、上層でみられる土器は、ほとんどが製作技法、形態的に同ーの台付杯で

ある。また形態、妓法的には赤偶色土器Bと同様であるが、内面に黒色処理を施した土探もみられる。

以上土~の慨略をみてきたが、次にこれらを層位関係にみた量的観点から考察し、 各土器の同層

における出土認をみることにする。
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その方法は、第 1凪から段下層まで一級片

を lとし、 1十26.0∞点について色胸、切り厳

し妓法、捌盤技法等に分類した。しかし、赤

制色土Ir.yA・Bについては、 体部片のみでは

判別し嫌いため、全出土土協のl底部のみの統

3十的作業を主とした。底illO十総J十9.905，1，誌につ

いて ~i必?N・は、切り緩し妓法、赤鰯色 t ;r.~は、

二次調盤の有無、そして内烈上師;r.~と大別し

各層ごとに百分場で表した。その結栄は、友 150 

IIのようになる。

災溜では脱象として、次の点が読み取れる。

まず、ヘラ切りの純滋は、段下層川上附 130. 

に向けてiU.激な下降線をたどり、亦泌色土2';5・

Aは、 それとは反比例の関係を示す。しかも

その削減は、両者とも第8、 91¥'1においてみ po 
られる。糸切りを有する須恵獄、内~n土師総

は、 1詮的に乏しく他に比べ比較的平行線をた

100 
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どる。

以上のような炎でみられるm~良を分析すると、次のことがIlll姐点としてあげられる。

まずtIl l に、須恵器と赤褐色土日~A との量的反転現象、 m2 に、 JJ~制色土2告 A . B の段下府にお

ける出現と、第8・9層でみられる反比例の生ずる現象があげられる。

これら各上2!5・の比例、反比例の生ずる要因には、需要と供給、生康体制、製作技法あるいは七日告

敏自の機能的問題に左右されるものと考えられるが、その大きな分岐点は、第8、9廓にみられる。

以ょのような観点から、まず須辺11伐と亦補色土総Aについて~えてみる。 ~lrì嬰、供給、生康体制

については、当時の政治情勢が1'(;;~になるからここではふれないことにする。また土総独自の機能

についても、。伝搬色土2苦Aは、多少吸水位に'l:rむが形、大きさではほとんど須恵器杯と遊具がなく

大きな問題にはならないであろう。むしろ製作妓法に大きな相違がみられる。すなわち、焼成技法

においては、還元炎焼成、酸化炎焼成という銀本的な違いがみられる。亦補色土務は、議体m泡が

不明であるが焼成温度や黒斑現象がみられないことなどから、天井部を有する窯構造であろうと考

えられる。また土~・の-i'fl~には、í({ね燐き痕と恩われる色調のi盆いなどが認められることから、あ

る程度大j止の i二泌を一度に焼成できる錨設であろうと考えられゐ

このように考えてくると機能的に大必ない両者が、第8、 9陪段階で;盆的に反転する要因のーっ

としては製作技法、特に焼成時における作業行穫の簡略化、すなわち須忠雄焼成における綾終作業
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行位である越え化を削除することによってなる作業の単純化によるものと考えられる。しかし、上

述したように形態、校法的に明確に央ーなる両者が、同集団内で同時にとl三度されたとは考え縫いし、

l.iJ時に徐徐に転化したともJ雪えられなL、。つまり、須窓総生産にたずさわる集間以外の生JIt'sと考え

たい。

次に亦悩色 I:~A . Bについてみると、両者が出現するのは段下層あるいはその11'[IliJと考えられ

る。すなわち下附では、ヘラ切りの須恵絡が約86%を占める中で赤鰯色土日告は、わずかに10%弱と

L、うは的比較によっても注解できるが、 A・8の新旧については不明である。l品U1が第8・9府段

階でWI減が反比例する.m~は、回転へラケズリとし、う調艶技法の簡略化が要凶であろうか。しかし

亦総色ヒ総8が、桜めて少ないが上層まで残存していることは留怠せねばならなし、

これまで須..g~-iか上師以か判然としない土器群を単に酸化炎焼成という l而でとらえる糸補色土法と

仮称し、附位、抑制E、焼lぷ妓法あるいは1，k的に比較検，対してきたが、ゆHil出な結泌を得るには歪らな

ヵ、っt.:.。

しかし、これまでの須必総という概念で、焼成妓法を考慮する段階においては、少なくとも須恵

総とは古い難 L、。儲かに、ケズリ調盤などを考えた当局合、須恕総的であるし、また総形においても

これまでの土師総(内1m瓜色処鹿を施す)よりは須恵訟に近いであろう。しかし、同局より出土し

た土紛の形態、調4盤技法の比較結集は相反するものであるし、また、ただ l点ではあるが、赤鰯色

土~)・ 8 とまったく同妓訟を有する内黒土師器の出土も考慮しなければならな L 、。

まず、ここでは向転へラ切りの須恵穏と伴なう極めて高温で酸化炎焼成された t総鮮があること

を指嫡しておきたL、。 (小怯正夫)

“II . "h:紛色I:r.~と似体した t総l:t、いわゆる般化炎焼成を段終 11 的としたもの

で、色刷はゆH鈍色、Y<:H込色、糸織色で事をf益する。 また上刷出土のみM.I色土紛

の中には、 I見(E汁われている須恵系土総も含まれている可能性がある.
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図版 l 



図版2 上第16次発掘品主 下 i盤情全景(束力、ら)
(束力、ら)



図版3

S F 198築地

S D195溝

S A2∞柱穴

(西から )



図版4 上 S B 197 (北から ) 下 O地区全景 (東から )



図版 5

S F 198築地

S 0195溝

山「面

S F 198築地

断面

向上



図版6

S A 199{主穴

(南力、ら)

S 8197担物跡

掘り方断面
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上 第17次発掘調査全景上層遺構群 (西から )
図版 ア

下層タ ( ~ ) 



図版8 上 S 8242・243建物跡 (東から ) 下 S 8244建物跡 (西から )



r，，]版9

詞章区北側

土層断面

S 0251 満

(西カり)



図版10

S A256柱列

(西から )

左 S 8243建物跡

掘り方

右 S 8244建物跡

掘り方



図版11 上 S 1201住居跡 (南から ) 下 S 1202住居跡

(西から )



図版12 上 S 1204・213住居跡(南から ) 下 S 1205住居跡(北から)



図版13 上 S 1207住居跡(東から ) 下 S 1211住居跡(北から )



上 S 1209・208住居跡と SK252土地(南から )
図版14

下 S 1220住居跡



図版15 上 S 1212住居跡(西カ、ら) 下 S 1214住居跡 (~t から)



図版16 上 S 1216住居跡(北から ) 下 S 1228住居跡(西から )



d 
Eラ

上 S1225・224

住f6~1i. (白から)

下 Sげ06・234・233
235・232住居跡

(邑から)

図版17



図版18

S 1234住居跡

(北から )

S 1218住居跡(西から )



図版19 上 S 1217住居跡(西から) 下 SI2ゆ住居跡(北から)



上 S 1223住居跡(南力、ら )
図版20

下 S 1 221・222住居跡(東力、ら )
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上 S1207 カマド

図版22 中S1212 カマド

下 S1230 カマド

.且

上 S 1211 カマド

φ S 1233 カマド

下 S 1225 カマド



上 S 1234 カマド

下 S 1217 カマド

図版23

上 S 1218 カマド

中 S 1222 カマド

下 S 1226 カマド

、

J 
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図版24

S 1209住居跡

焼材

S 1220(主居跡

焼材



図版25

土器出土状況

S 1 211 I S 1 214 

S 1214 I土地
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図版26



s '202・203・204
出土造物

図版27

S 1205出土遺物

S' 207・208

出土遺物

S' 212 
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出土

遺物

S 1214出土
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S 1214出土

遺物

S 1 216・217

出土遺物

S 1218 

出土遺物

図版28



S 1219・223

出土遺物

S 1221出土

S 1232・233

出土遺物
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図版29
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第4層出土遺物
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第 6層出土遺物

図版31
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図版32



• 主ー~

u・E・・E・・E・-~~-・E・-ーー:-'11
咽圃司:;;{;~.---~

ー~・画面~

3| 

第 ア層出土遺物

図版33 第8層出土遺物
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一8層出土遺物

第 9層出土遺物
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秋田城跡発掘調査事務所要項

I 組織規定

秋IJJ市教育委員会事務局制織がlWI

第 1;条

抜粋 (lml勾イド5)18日 教育規則那3り ) 
¥ Jtl~ぽ IE II{{和47年7月20日部6り/

3 . 第 3 条第 3 1Jlにruげる ・J ~務を分'~えさせるため、社会教育課に所属する機関として、鉄問減

跡発掘調fi'J~務所を&vt く。

第3条

3.秋1+1減発侃調fi' J ~務所十二おける事務分'学は、おおむね次のと おりとする 。

一、史跡秋川城跡の先制に附すること。

二、史跡紋川械跡の調作および研究に関すること。

日 発鋸調死体制

1 )調 ft 主体

秋川市教育委日会教lf長佐 J接降之 社会教育課長佐 1接J'( t4f~ 

紋IH械跡発銀ll凋従事務所

氏 グI 日波 名 所 l瓜

仏:々 木栄 -1': E ft. 秋山市教育委員会・lト務J.，j

小~ Jミ 巨 'Jc 。
'i~; IJ京俊 1i 11 // 

イi郷附誠 一 11 1/ 

n 型f 久 調合:~Iì仏:it

日L1tーf ぷ，1ftMiJJ)) L 1 
ー一一一一一

2)淵奇指導機関

宮城県多幻滅跡調代研究所

氏家有1 ~処 1好 長

桑 原滋[lll 研究員

進 1俵秋灼it主 。li
ギJlI 1十J // 

，f;j 型f -)J・ 1i. /1 

鎌川俊 II{{ // 



li! 

発行昭和引年 3月 秋田市教育委員会 印刷 触) 三戸 印 刷 所
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